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時 ＿■琴 ∴ 学校評価の流れ
‾‾一自己評価

外部評価

頑 葡 年度の学校評価カ；ら学校教育計 ・孝疲経営案に衰うく計画 ・教育論繭の疎意孝 二鹿痍 1学

．5 月 南 を垂塞するふ－ 立案及彿各部垂員会計面 校評議員への説明

4 舟～

－・・学校教育目標 ・学年学級目標 ・学稜だよ－り

・■吟‾ざす子ども像 ． ＿・め ざす子 ども像 ・P T A 総会

・重蒔課蚤 ・目標の設定

授嚢参観 痍 日参乱 行事参観鱒

・学級経営の構想 」学級懇談会

∴・．＿めざす授業∴具体的

■な指導

・学校評蒔員 との個別懇談

′　7 月 実施 、＿ ′†隼徒指導　 ′

7丁月

8 月 ■

学校評価の 衰施 計画に基づ く実韓活調 の 償護者 ・地域 丁学校評議員か

こ自＝己評廠 ・・外帝評価 の内容の 自己評 価と振 り・逼 り らの外部評価の実施

牒 席 と共通理解 ．－

学校評価の盆垣

－・学級経常案 ・学級懇談会 、－

・自己評価カ■－ ド

・塀員会 議

1十学界申自己評価に畢づ ′

く2号 期の計画ゐ立案

・学級経営の重点課題

・各部委員会¢重点課題

・アンケ十 ト調査

丁学校諦轟員や集い

9．月

9 月～

学政評価の重義 ・ 2 学期め計画車こ基づく実 ■学校諌鹿め公表を重点課題の

・学校だより 践活動 ．＝ 説明・

‾‾・‾学級憩萩令 ‾‾‾‾ ‘‾学佼だよ‾す地痍蔽 ‾

・季校評萬員 との懇談 ・P T A や各種会合での説明

痩業参観，公由研究報告，休 日運 学校評謹員＿と¢癖別懇琴＿－

－1 2 月

1 2二月

勅令，行事参観∴

学校評鱒吟塞垂土全室 自己評価の実施 外部評価の実施‾

・学校だよ り ・学級経営案 ・学級感談会．、

・自己評価カー ド・学級懇談会 ・アンケー ト調査

こ学校評議良 との懇談 ・．職員会議 ・学校評義貞 との懇談

1月 年 寝未踏校評価の内容捷‾と検討－金港期の 自己評価に基づ

2－月

－－－一度兼学 一繹　 不一－－－

・授業参観，公開研究報告

‾‾‾子づ　 嘗 亡＝‾

く3 学期の計画の立案

・学級経営の重点課題 参観，研究報告会，伝 える会

3 月

・‾白‾由参観‾日‾ ‾・‾各部委員会の重点課題
アンケーニト　‾

・生活科 ・「朱にっこ」伝 える会 年度末自己評価 の実施　 ′年度末外部評価の実施

年度末学校評価の塞塾 ・学級経営案，自己評 ・学級懇談会 ・

年度末学校評価の全室皇全室 価 カー ド，職員会議 ・アンケー ト調査

次年度の教育計画案の室塞皇塗塾 校長による教職員 との個

人懇談

・学校評議員の集い



平成14年度1学期　自　己　評　価　カ　ー　ド

氏名

京都市立朱雀第二小学校

◇ねらい

教職員の教育活動について自己評価し，指導方法や内容の改善を図り、学校運営に生かす。

◇評価の尺喪

4 大変よくなった二・ 指導の効果が とて も上がった 大変がんばった 一

3 ＼＿．少しよくなった ‾指導め効果が少し上がった 少しがんばった

2 少し悪くなった 少し逆効果だった ＼努力がたりなかった ‾－

三1 大変悪くなった 大変逆効果だった ＿ 全く努力しなかった

＊評価項目（該当する数字に○をつけてください）

自己評価＜児童との関わ りについて＞－

① 子どものよいところをはめたり注意するなど、積庵的に関わっている。 4 － 3 － 2 － 1 ●

壷 様々な問題行動にいつでも対処できるように心がけている。 4 － 3 －2 － 1

③ 子どもや保護者の簸いに応えるように努力している。 4 － 3 － 2 － 1

④ 子どもとともに汗を流して活動している。（清掃括軌 環境美化活動等） ■　4 － 3 － 2 － 1

■⑤ 子どもの人権意識が高まるように、学年を問わず働きかけている。 4 － 3 －2 － 1

⑥・子どもが生き生きと学ぶことができる環境づくりに心がけている。 4 － 3 － 2 ⊥ 1

⑦ 学校行事が子どもにとって魅力あるものになるよういつも考えている。・ 4 － 3 －．2 － 1

（診 ■子どもの健康や安全を守るために校内環境に気を配っている。 4 － 3 －：2 － 1

⑨ 保護者や地域の方々と積極的に関わろうとしている。 4 － 3 －・2 －1

■自己評価＜職場の人間関係 について＞

（D 教職員がお互いに尊重される職場であるように気をつけてい＿る。 4 ⊥‾3 ⊥；．2 －1

国 各分掌や学年間の連携を大切にしている。 ．．】．4 －．3 －■2 － 1

③ 互いに認め合える教職員の人間関係づくりに努めている。 4 － 3 －2 － 1

④ 教職員間の相互理解や信頼関係が深まるように努力している。 ∴・・4 丁－3 －2 － 1

自己評価 ＜教職員の職務につい七＞■－†〝

① 自分の職務を自覚し、責任を果たしている。 4 － 3 －2 － 1

② 校内研修の大切さを理解し、創意工夫に努めている■。 4 － 3 －2 － 1

③ 研修に参加した成果を他の教職員に伝えている。 4 －‾3 －－2 － 1

④ 準育季員会などが主催する研修会に積極的に参加‾している。 4 － 3 － 2 －1

⑤ 職員会議などで自分の考えや意見を積極的に伝えている。 4 － 3 －2 －1

，あ 公文書の処理など適切に行っている。 4 － 3 －2 －・1

由 服務規律を遵守す卑ようにしている。 4 － 3 －2 － 1

⑧ 教育公務員として自覚ある生活をしている。′ 4 － 3 －2 －1

学校評価＜学校運営 に対す る評価＞

① 校長は教育理念や学校運営についての考えを明らかにしている。 4 － 3 －2 － 1

国 学校運営に校長のリーダ⊥シップが発揮されている。 4 － 3 －2 － 1－

③ 学校運営に教職員の意見が反映されている。 4 － 3 －2 － 1

④ 教職員の適性や能力に応じた校務分掌の分担がなされている。 4 － 3 －2 － 1

団 教職員が意欲的に取り組めろ環境整備 （人的・物的）に努めている。 4 － 3 －2 → 1

＊その他．本校教育を充実・発展させるために気づいたことや改善点がありましたら記入して下さい。

－3－
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平成14年度　自　己　評　価　カ　ー　ド

京都市立朱雀第二小学校

（∴雄鱒名∴∴＋・．＋■㍉：■＼∴∴⊥⊥⊥
ねらい

教育目標や学級目標，努力息指導内容について反省・評価し，指導方法や内容の改善を図る。

評価の尺度

4 大変よくなった － 指導の効果がとても上がった 大変がんばっ柔∴

3 少 しよくなった 振替の効果が少し上がった 、 ‾少しや嘗如 ぎっ美－－

2 少し悪くなった 少 し速効尭だった ‾努力がたり－なかケた

1 大変悪くなった 大変逆効果だった 全く努カしなかった

評価項目（該当する数字に○をつけてくださいい■

1．めざす授業について

①
はっきりした 「めあて」のあ昂授業 ，

4 二「3 －2 － 1
～どの時間も 「めあて」意識があるか～

＿・② ひたむきに追求する活動のある授業
4 － 3 － 2 － 1

～活動時間が確保され 各自が熱中しているか～

（参
よさを認め，うなずきのある授業 ’・・・

・－4 十－3 －2 － 1
～意見交流の時間が確保 され，生かされているか～

④
学習の跡がわかる表現のある授業

4 － ＿3 －2 － 1
～ノー トや掲示物に学習の積み上げが見えるかヤ

2．学級経営について

① 各教科等の基礎 ・基本を明確に一レて，指導め秀郵 享努めた。 4 － 3 － 2 － 1

③ 学習指導において，課題解決学習を中心とした自力解決活動に努めた。 4 － 3 － 2 － 1

③

　　　　　 ！．∴v・

地域 （もの，こと，人） に関わる体鹸活動の充実に努めた。 4 － ．3 －2 － 1

㊥ －

－「生清」－や 「総合的な学習の時間j の充実に努めた‾。‾ ‾‾‾‾‾4 ニ」こ‾3 十2 ‾－ 1

⑤ 週案を作成 し，時数や内容等の自己管理 に努めた。 4 － 3 －－2 －1

◎ 遇案の中で．特色ある教育課程を意識 して計画 し実践 した。 4 － 3 「 2 － 1

3．具体的な指導について

国 子どもが活動しやすい 「めあて」を設定し，授業を進めた。 4 －3 －2 －1

Q ） 子どもが思いや願いを表す表現の場を設定した。 4 －3 －2 －1

③ 子どもが自分で学習できるように学習環境を整備している。 4 －■3 －2 －1

ー4－

④・
子どもが自分で学翠できるように学習め基本的な訓疲義行■い，学習の仕

4－3「2－1
方を身につけきせた†

二‾‾二・‾鱒

一子ども．が見通－しを持を主体的に活動するために，単元や本時の学習計画－－

4－3－2－1を提示した。

⑥■「人一人にわかる鱒業を工夫した。 4ニ3－2－1

－⑦ ‾子どもの基礎的基本的な学力向上のために／朝の帯時間を活用して計画

4－3－2－1的・鱒続的な取鱒を行った。

・＠
課外学習の時廟を活用して，‾・補充的学習卓発展的学由を計画的一に実践し

4－－3－2－1
た。′

4．生徒指導，学級づくりについて

回 子どもと七も＿に汗考流して活動している。（清掃活動，痍境美イヒ活動等）　 4 － 3 一■2 －‾1

ミ‾②‾．互い■に認め合える人間＿閑：係づくりに努める。　　　　　　　　　　　　　 ，4 － 3 －2 －1

◎ 一人一人の子どもの奉安や悩みをすばやくキャッ≠－レ，適切に支援する。 －、4十せ十2 －1

④－．
‾子どものよいところを積極的に見つけ，ほめている？　　　　　　　　　 ‾4 － 3■⊥‾2 －1

⑤ 一人一人の享どもの思いや額いを把握している。　　　　　　　　　　　 4 － 3 －2十 1

ト鱒 ■一人一人の子どもの諌題や生活背景を把握している。　　　　　　　　　 4 － 3 十2 －1

＿＿＿⑦

＿幌＿　　＿　＿′じJl　＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

⑧■
孟孟己望諾 こ言訟 いじめ等を見過ごさず⊥積極的に家庭紳 をし・ 4 －3 －2、－1 、

5．その他，本校教育を充実・発展させるために気づいたことや改善点がありましたら記入して下さ

い。

一5－



にこにこアンケート

いちばんあてはまるものに○しるしをつけてください。

（）のなかには，あてはまるものを蓋いてください。

できれば名前を書いてください。（

1 あ なた は ，靭 如 潔 しいです か。 すごく楽しい　　 楽しい　　　 あ事り楽しくない　　　 楽しくない
l　　　　　　 l‘　　　　　 l　　　　　　　　 I

2 相 違 しの麦 だ ちがい ます か。 ． たく，さんいる　　　 い　 る　　　　　 あまりいない　　　　　　 いない
l　　　　　　 l　　　　　　　 暮　　　　　　　　　 l

3 箪 留 （撤 ） はよ くわか ります か。
よくわかる　　　　 わかる　　　　 あまりわからない　　　　 わからない

t　　　　　　　　 t　　　　　　　 l　　　　　　　　 l

4

す きな 等し酌 まあ ります か 。 たく、さんある　　　 あ　 る　　　　　 あまりない　　　　　　　 な　 い
暮　　　　　　　 I　　　　　　 l　　　　　　　　 l

どんな 箪 留 がす きで すか 。

（い くつ か いて もいい よ。）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

5
條 に っ こ．」 な どで い ろ いろ な 人 と

諾 覿す るのは箪 しいです か 。
すごく楽しい　　 楽しい　　　 ■ぁまり楽しくない　　　 楽しくない

l　　　　　　 l　　　　　　 l　　　　　　　　　 t

6

先 輩 に い ろ い ろ な こ と を 嵩 し 草す

か。
よく話す　　　　　 話　 す　　　　 あまり話さない　　　　　 話さない

1　　　　　　 1　　　　　　 1　　　　　　　　 1

7

発生 は 旨箋 た ち の こ とを よ くわ か フ　　　おも

よくわかってくれている　わかってく．れている　あまりわかってくれていない　わかってくれていない
て くれ て いる と思 います か。 l　　　　　　 】　　　　　　　 暮　　　　　　　　　 I

8

撃援 で饗 しみな汚 輩 はあ りますか 。 たくさんある　　　 あ　 る　　　　　 あまりない　　　　　　　 な　 い
l　　　　　　 l　　　　　　 1　　　　　　　　 1

どんな 存輩 が饗 しみ です か。 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

9

・蒙 に締 って 箪産 で の驚 や 蒐 峯 の 嘗

をよ くします かム
よくする　　 す1る　　 あま？しない　　　 し守い
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保護者の皆様

平成14年7月16日

京都市立朱雀第二小学校

校長　　多　紀　俊　秀

ア＿ンケートのお願い

一学期を終え，間もなく夏期休業に入ろうとしております。この－学期間，本校の教育

に深いご理解と温かなご支援をいただき，深く感謝いたしております。

さて，下記のアンケートは，毎日の子どもたちの学校生活を生き生きとした楽しいもの

にするため，また，今後の学校改善に役立てるために，保護者の皆様からのご意見をお聞

きするものです。お手数をおかけしますが，ご協力いただきますようお顔いいたします。

◎…よくあてはまる　○・‥あてはまる　△‥・どちらともいえない　×…あてはまらない

（各項目の空欄にご記入ください。）

団 子 どもは楽しく学校に行っている。

② 子 どものことについて，気軽に相談できる。

（診 子 ども一人一人が大切にされ　 認め られる学校づくりに取り組んでいる。

④ 学校は教育方針や取組を学校だよ りや懇談会の機会等にわかりやす く伝
・えている。

⑤
学習の内容や進度を懇談会や学年 ・学級通信等によってよく1．知ることが∴
できる。

⑥ 学習内容がわか り，基礎的な学力が身についている。

⑦ 教職員が熱意をもって教育にあたっている。

．⑧
様々な取組や行事 を通 して，学校 ・家庭 ・地域が連携 し，子 どもの教育
にあたっているこ
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ご回覧ください。

口　　　＝　°日＝uリ

施東キミ主主エ＿ニ裏
平成14年9月

京都市立束雀第二小学校

どこまで気温は上がるのだろうというほど暑い夏でした。長い休みが終わり、校舎に、
校庭に、子どもたちの歓声が戻ってきました。

真っ黒に日焼けした子どもたちは夏休みのうちに一段とたくましく大きくなったよう
に感じます。

ランチガーデンでは今年も左年生がバケツに稲を作っていますこ　この夏の暑さのおか
げか、ずいぶん成長して実をつけ穂をたれ始めています。いろいろ思わぬ出来事も起き
て、あれこれ悩みながら見守る毎日でもあります。1
2学期は運動会や学芸会、全校遠足など大きな行事が多い学期です。一つ一つの行事

を通して子どもたちは着実に力を身に付けていきます。子どもたちにとって実りの多い2
学期となるよう」今学期も頑張っていきます。皆様のご支援ご協力をよろしくお顔いい
たします。
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2学期もお世話になっています～読書

朋
紺
縁
組
線
路
軋

と
い
ま
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を
か
の

これからもまたお世話になり よろしくお顔いい

8日（日）、京都市立芸術大学音楽学部から学生オーケ
ストラ・コーラスが来演しました。
児童・保護者・地域の皆様あわせて参加者は約300名

にものぼり、大盛況でした。
クラシックの名曲から唱歌メドレー、ディズニーメド

レー、そして最後に本校本田先生の指揮による校歌の演

に
戦
は
大
ど
楽
こ

ま
は

し
交
の
も
し
と

J
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に
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子
の
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験
が
後
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1学期末にお書きいただいた
ものから抜粋し報告します。
子どもたちが楽しく学校に通

っていること、学校取り組みの
広報によるわかりやすさ、教職
員の魚心さなどについて、昨年
度に比べ高い評価をしていただ
いていることがわかります。

いっぽうで基礎的な学力保膵
に向けた取り扱みの充実や学校
・家庭・地域の連携という部分
について要望の高いこともうか
がえるようです。
基礎学力の向上に向けての故

組－は
‖朝の帯時間、課外学習の時

間の設定、夏期体集中の学習会
など、・普通授業の創意工夫とと
もに力を入れて取租を進めてい
るところです。

脚連携の部分については、朱
にっこ先生をはじめPTA読書ボラ
ンティアやスポーツクラブ「友
遊J，音楽クラブr凛々1の発足
など多くの方々のご協力により、
少しずつ休日の受け皿や学校数
育活動への参画として連携が発
展してきているように思います。

これらの部分については、さ
らに取組を充実させると共に広
く知っていただく機会を設ける
ことを考えています。

★本校教育へのご意見から
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～l学期学校評価から～

研々響■増ゃ行事はして事館・書■・せ■
ムー讐卿」手どもの書1に批9Tいも．

や総合学習のことが充実してやっているように
れますが、本来の基経学力的な鴬の勉強の方
な～と思われます．いろいろすることは多いよ

＼ますが、まんべんな＜やってほしいものです
計算等もう少し基礎的な学力をつける時間を

鯨去－ニ㌧∴照
っ
げ
校讃

て
す
す

し
で
で

仙…心≠心小机小い∬

記
の方 駄

鵬活動を企画し、内容もいいと思います
PTAの積極的な態度ガある反面、出席毒が少ないのは
残念です．読み常かせの正画は大成功だったと思いま
す．ボランティアの皆様ありがとうございました．

～学校評価アンケートへのこ協力ありがとうございました～

－8一

・邸朱三林だよ登j一新尊帝展号芸芸崇≡よ芸第二小学校
飛戎彪JTよ斑汐／蝕β4Jr品行♂ム呼肋Ⅳ取αね．dわ1わりわ跡〟Za滋び（ね上クー〟

ときおり愛宕山や比叡山が白く雪をまとい、ますます寒さが厳しくなってまいりました。
3学期の始まりです。今年もまた地域の皆様には何かとお力をお借りすることがあろうか
と思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。

～　平成1雀年を撮り逐って
完全学校遇五日制のはじまり　新しい学習指導要顔が実施され、教育改革元年度も終わ

ろうとしています。
ゆとりの中で生きる力をはぐくむことを目標に、家庭・地域の連携を強め、確かな学力

とたくましく生きる力を身につけようと取り組んで参りました。
この一年を子ども・教職員・保護者・地域の方々がどのように受け止めたのか様々なア

ンケートや懇談・評価活動からまとめてみました。これらの結果について、ご意見等ござ
いましたら、何なりと学校までお寄せください。

【児童12学期一にこにこアンケートJより

学校遇五日制のもと、土日が休みになるととも
に新学習階学費領の実施により学習内容や学習
法，評価の仕方が変わりました。子どもたちは
これらの変化をどのように受け止めているのか
アンケート調査を実施しました。
学校生活は一挙晋がわかるJr友だちがたくさ
んいるj　ことによって楽しいと感じています。
また、総合的な学習と教科学習の中で
や地域の方々とふれあいながら活動す

、保護
ること

楽もんでくれています。
しかし、先生と話をしたり、学習のことをおう

○班メ■微細ゎかってくれてItも

●掴掃事断たくさん●も

●Tt雫恥t主の鮎ナち
こ■　＼l　・．■

‾■‥∵■‾　‾　　　‾●■●■■一’－■‾「∵「　∵　償■√：h刊旛‾‾‾‾■■一灯‾■■■‘■■∝漁

【保漂着1ぞ学期末アンケートより
許阿調査汀月）と比較すると③基睦的学
地域とのノ凄絶の2項目について、ポイントが上がっ
ています。これlま下茅己の教職員評価の結果からもわ
かるように、1学期の保護者アンケートの結果や自
己評価の反省から、授業の改善や朝の学習、課外学
習の取組が充実してきたこと、また学習ボラ‾シティ
ア等、保護者・地域の方々のご支援ご協力が拡大し
た結果ではないかと考えられます。

●伽tで零柵■p伊仙くす

しかし、他の項目については、前回と大きな差は　㍗朝里闇呵棚細別明敵中
ないものの、◎気軽に相談できる（9学校や先生の話
をよ＿くする項月琴tま、若手ポイントが下がっていま
す。2学期は行宰などが多く、子どもの学校での様
子を見ていただく機会は多かったものの、惣談等が
十分でなく、担任・保護者の意思疎通がもっと必要
であったと思われます。

●手ど附こつtlて■丑＝亮iiさ与

●れ■■鯵¢■執ってt■lこ●たっていa

●事々●鞘・t嶋断ヰ鎖してい鴫

ちの人に話すなどの点において、充分ではなし
様子がわかります。
子どもたちが学習のことや友だちのどもたちが学習のことや友だちのことな
で話せるよう、ご家庭でも声かけをよろ

い致します。

【教職員Il・2学期末の自己評価より
平成14年7月の自己評価では、学習環境、学習計画の

撮示、朝や課外学習の取組など子どもの基藤学力充実に
向けた取組が不十分であったと思われます．新しい制度
由もとで、その枠組みやシステムの構築はできたものの、
内容的には充実させることが十分できなかったことが、

下記のグラフからも分かります。
このことは、保経書アンケートの結果やたくさん頂いたご意見の内容とも合致する
ところが多いように思います。これらの学校評価を謙虚に受け止め、夏期休菜をは
さんで2筆耕以降の取組に生かすこと－ができたように思います。まだまだ不十分なと
ころはありますが、双方向の情報発信・受信をさらに進め、よりよい学校づくり・
たくましく生きる子どもの育成に向けて努力したいと考えています。
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【地域】
なお、地域の方々
の御意見はこれら
のアンケート結果
を基に、昨年8月
と今年一月に学校
評議員の集いを開
催し、学校の取組
に対して一定の評
価をいただきまし
た。

学校長
多　紀　俊　秀
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平成14年度　　　学　　校　　評　　価　　計　　画
京都市立山王′ト学校

月 自　 己′　評　 価 担　　　 当　　　　　　　 外　 部　 評　 価

4

・組 儀 の 立 ち⊥げ

′－学叔 経営 案一作成 ．

・学 校■長　　　　　　　 ・参 観 日 ．
：豊 彦署 価 委 員 会　　 外 部細 ・げ ンケ ㌻ ト）・

三－‾、・5 ‾－

－■・年 間評価 計画 の作成 ・■学 校評価 委員 会 ，′‾参 観 軋 P ナ A 総会　　　　外∴部 評 価 （＿・ア ンケ 「 ト）．　　・・一外部 評 価項 目‾の検討

6

・自己評 価項 目の検討 ・学華 評価 委員 会 ・、p T 、A 運営 委 員会　　′学校 評 価の ね らい の周 知－　・‾日曜 参 観　　外 邸 評価 （ア ン ケー ト）　・外部＝評 価の 分析

・職 員会議 ・ア ンケ ー ト結 果 の公 開ノー‾

．7

・全 銀での 共通理 解 ・職 員会議　　　　　　 ・p T A 蓮営 委 員会
評 価 の意義 ，ね らい

・自己評価 の実施 －－

　　 アン ケ 十 卜結 果の公 開 ′　・参 観 週 間　　外部 評 価 （ア ン ケー ト）　　－ 1 学 期 末個 人懇 談 会 －　・第 1 国 学校 評 議員 の会

・全 教員　 ア．ンケ ヤ ト結 果の公 開
（1 回 目） ・学 校 ぢ よ りで 情報発 信

8

・自己評価 の分析 ・学 校評価 泰男 会

・職 員会議 ・・自 己評 価 表 ， 学 級 経 営 案

の 自・己評価 か ら

9

′・学校 教育活 動へ の活 用 ・全 教職員　 ・外部 評 価 を学 校教育 活 動　　　へ の 活 用　　・参 観 日　　　外部 評 価 （ア ンケ ー ト）

1 0

・年 間ま とめ の 自己評 価 表 ・学 校評 価委員 会　　　 ・参観 日
（3 学 期 実 施 分 ト の 項 目決 外 部 評 価 （ア ンケ ー ト）
定 ・外 部 評 価 の分 析 （－その2）

1 1

　 ・P T A 運 営委 員会　　ア ンケ ー ト結 果の 公開　・参観 週 間　　外 部評 価 （ア ン ケー ト）　・学校 評 議 員か ら意 見聴 ・取

・職 員 会議　 ア ン ケー ト結 果 の公 開－

1 2

・・自己評価 の 実施 ・全 教員　　　　　　　　 ・一挙校 だ よ りで 情報 発信
（2 回 目）

・自己評価 の 分析

・学 校評 価委 員会　 ・2 学期 末 個人 懇 談会

1
・参 観週 間
外 部評 価 、（ア ンケー ト）

2

・学 年末 自己評価 の実施 ・全教員　　　　　　　　 ・参 観 日・
（3 回 目）

・自己評価 の 分析

・学校 評価委 員 会　 外 部評 価 （ア ンケーート）

・職 員 会議　　 ア ンケー ト結 果 の公 開

3

・年 度 末反 省 と次年 度 に 向 ・職 員 会議　　　　　　　 ・P T A 運 営委 員 会
‾けて の方針 の確認 ・第 2 回学 校評 議 員の 会

ア ンケー ト結 果 の公 開

・学 校 だ よ りで情 報発 信

－11－
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① 教 職 員 と して 校 務 分 掌 の 鹿 骨 計 画 や 指

導 計 画 に 基 づ い て ， 組 織 的 に 教 育 目標
A ． －B ∴ c ‾・D

の 達 成 に 向 け ，■具 体 的 な 取 組 を して い

る。■

l l l l
t　 l I 、l

‾② 教 職 員 と しで 今 の 立 象 や 打 線 す 享セ も

像 の 具 現 化 の た め ，‾長 座 的 で 積 極 的 な A　　 B　　 ＿C ＿． ■D †
子 ど も や 親 へ の 働 き か け を して し＿、る 。 l l l ．1

l l l　 －Ⅰ

③ 明 る く ト 元 気 に 挨 臆 し た－り，・素 直 粍 ■受 ■ン・A　 ■　B　　 C　 ■‾　D ‾

け 答 え が で き る 。．　 （以 下 子 ど も俊 ） l　　　　 暮　　　　 I　　　 l、
l　　　 l　　　　 暮　　　　 Ⅰ‾

④ 思 い や り， 優 し さ を も っ．て ， 友 達 た 疲 A　　 B ’C　 一二日

す る こ と が で き る。 l 1 1　 二l
l l　 ＋1 1

◎ 自分 か ら進 ん で 学 習 し ， 課 題 を解 決 す A　　 B　　 C　 ‾、 D ・

る こ と が で き る 。 l l l′　 】
l l l　 ′卜

⑥ ル ー ル や マ ナ ーを 守 り∴ よ り楽 しい 学 ． A　　 B　　 C　　 D ・
級 や 学 校 に す る こ とが で 草 る 。 l l　 卜　 l

l l　 t　 l

⑦ 整 理 ・整 頓 を し っ か り し，‾学 級 や 学 校 A　　 B ・　 C ．　 D

．を 美 し くす る こ と が で き ろ。 l l l l
l l l　 t■

⑧ 葺 本 的 な 表 現 方 法 を 身 に 付 け ， 自分 ら A　　 B ■ ：C　　 D
し さ を 生 か し‾た 衰 蔑 が で き‾る 。 l‾‾　 l　 ‾‾t＿　　 t‾

】 1 l・ ・t

改　 善　 ＿点 て＿／筆 二三……芝！；…藻葉 準 渾 轄票 粟貰 ≡…………－……………………三………三…………………………≡ ＋ ÷ 鞍 手 圭 ギ 軍 手

ゐ 子 ど

具体

もの実態 や 課啓に 応や て， 目標 を

化 し－，計 画、的こに重 点 をか けた学 級 A　　 B　 ．C　　 D

づ く りを行 っ てい‥るL。■　　　　　　　　M l l l　 t
l＿　 ＿t　 ＿l＿・＿＿　 Ⅰ

② 目標

組 み

実 現走 向 けて連 携∴ 威 力 して取 り

， 児童 の 平素 の㌧括・動 ゐ 中 に，・・学 級
…A I　 B ／C　　 D　 ‾・

　　　　　　　　 別
目標 具 現の 様子・が 見‾をれ・る。

l　　　 l　　　 l　　　　 ト

改　 善　 点　 等…………：道三う…志￥三…≡：‥………≡三…………………………………………………某 …………………………

（D 子 ど

を進

もの 思考 ゐ疲 れた沿 らた学 習活 動

めて い くた めのカ リキュ ラム編 成 Å　 B　 C　 b
l l t l
l l l I

及 び学 習過 程 の工 夫をと■し七い る。

② 1 ユ ニ ッ トを 1 5 分 と した弾力 的 な時 A　 B　 C　 D
l l l l
l l I t

間 の運・用 を行 って い る。

③ 基 礎 ・基本 の定着 と個性 ゐ伸長 を由 る A　 B　 C　 D
l 1 1 1
l 1 1 1

指 導 と評価 を行 って いる。・÷

・改　 ＿善　 点　 等平 喜妻…華 警 ・授 章 畢 ・：・印 津 膵 癌 笹 沼 軽 輩 喜 烹 ；妻…‡………享…………手 蔓重要要妻…室室享………… ・…－・・・

・‥① 年 間 活 動 計 画 を も と．に ， 見 通 し を も っ A －、・こ、B ＿　 C　　 D

‾て 取 鹿 を 準 吟て い る云 －l‾－－　 1 － I
l‾　 I l

② 人 ＿．・環 境 に 視 点 を 当 て た ∴ 課 題 性 ・系

統 性 の あ る カ リ キ ュ ラ ム に も と づ い て A　　 B　　 C　　 D
＿．取 組 を 進 め 七 い る。 1 1 I　 轟

l　 卜　 1 Ⅰ

③ 地 域 素 材 の 教 材 化 巨 地 底 人 材 の 積 極 的

な 活 用 を・図 り ， 学 習 成 果 が 上 が って い 、A　　 B　　 C　　 ■D
‾　る 。／ l　 ‾l　 t‾　 ‾l

l l l ト

④ 意 餅 申 iこ学 習 を 進 め て い く こ と‾が で き

る 自■已評 価 ．， 相 互 評 価 等 を 工 夫 す る と ． A　　 ′B　　 C　　 D
せ も i羊，∴「ポ ー トフ ■ォ リオ 評 価 」 を 実

践 して い、る こ

l l l・ l
l l l＿■　 卜

⑤ 子 ど も 津 が 図 睾 館 や コ ン 亘 ユ サ ケ 等 を

活 用 し・，‾、‾ご博 一報 蒔 ‾用 ・処 理 が で き る よ－う A　　 B　　 C　　 D

に 環 境 づ く‾りや 指 導 の 工 夫 を 行 っ て い

る．。

1 1 1 1
l ・I l l

⑥ 子せ も凄 軋 中 間 や 最 終 の 琴 表 会 で ，

自 分 ら しい 表 現 の 仕 方 で 発 表 し た り、， 、・Å　　 B ．■　C　　 D
・ ま‾と め＿た り して い る。 l l ．暮　 ・l

t　 I l l
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① 主 体 鱒

過‾程 を

な 学 び を 自分 の も の と

大 切虚 し ，‾子 ど も 達‾ヵ

す る 学 蜃

草主体 的 た ‾＿′三Å　　 B　　 C ∴　D ．

ナ一間 題 解 乾 し て い く こ と が で き る 力 を 育

成 す る授 業 を 行 っ て い る。

t　 l l　 t・
t　 l l l＿

地 域 素 材 の 教 材 イヒ．を 行 い ・， 授 業 に 生 か A　　 B　　 C　　 D
，し て い る 。、 　　 一　 】　 t

l l　 t　 l

③ 子 ギ も達 が 意 欲 的 に学 習 を 進 め て い く

三 と が で き る■自 己 評 価 や 相 互 評 価 を 活 A　　 B　　 C　　 D

用 して い る 。 t　 l l　 暮
】 l　 t　 l

④ 子 ど も達 が 生 活 科 ， 社 会 科 ， 生 活 単 元 A　　 B　　 C　　 D

学 習 が 好 き■で あ る。 t　　　　 l　　　 l
t　　　　 】　　　 1

草筆 翌 や 準 改　 善＿　点 ＿　等

①各 教 科

．立す る
い て共

と．も子 どもの
た めの教 師の

通＿理解 し，個

主 体的 な．学 習 を確
支援 のあ り方に つ

に応 じた指 導 の工 A　 B　 C ＿・D
l l l l
I I I l

＿．夫 と， 基 礎 ・基 本 の 徹 底 を 因 っ て い ＿

る。



改　 善　 点　 等 ・‡妄・；‡；；：；；扇蒜甜‡室圭誓…；三 苧 ：……！擬…ぎ買…転き壬…雷……王室≡室室…三宝享圭毒き至享妻妻妻室享圭至享室…室妻

① 職 朝で連 絡等 が効 率 よ く行 えた。 L A　 B　 C　 D
l 暮　 暮　 t
l l I t

（参会議 1 週 間 前に決 済 を受 け， 提案 等 が A　 B　 C　 D
l l l 暮
l ‡ I I

で き，効 率的 な運 営 がで きて い る。

改　 善　 点　 ‾等工 学 華 準 鞋き…圭で…蔓……；……幸三…享…喜‡壱‡…葦

①学 校 の き ま り と約 束は ，教 職 員で共産

理 解 を 図 り，子 ど も達 に対 す る指 導 が A　　 B ■　　C　　 D
徹 底 され てい る。 1 I　 t　 l

l　 t　 l I

② 自尊感 情 ・人 権感 覚 ・共 生意 識 のそれ

ぞれ の 高揚 を図 り，安 心 ‘自信 ・自由 A　　 B　　 C　　 D
が 保 障 され た 学 校 づ く りが で き て い

る。

暮　 I l l
t　 l l l

（診児 童理 解 に努 め，そ の た めの家庭 訪 問 A　　 B　　 C　　 D
が で きて い る。 l l l I

I 1 1 1

改　 善　 点　 等ヨ華 ……………‖　　　 …………‥…p 三　　　　　 ：■■‾－－： ；1‡一一 章：・：‡至妻至築鍵妻宣誓…も誓 i至…宴…至……室享…‡

（D 人 種 学 習 は ， 年 間 計 画 に 基 づ き ， 学 習 A　　 B　　 C　　 D

を 進 め て い る 。 　 1 1 1
l l l I

② トラ イ ・マ ス タ ー 等 は ， 福 祉 地 区 の 子

ど も を は じめ す べ て の 子 ど も の 学 力 保 A　　 B　　 C　　 D

障 に 役 立 っ て い る 。 t　 l　 t　　 t　l l l

③ 養 護 育 成 教 育 が 充 実 し， 交 流 教 育 等 で

こ の 発 達 段 階 に 応 じ ， 育 成 学 級 ， 普 通 A　　 B　　 C　　 D
学 級 の そ れ ぞ れ で 取 り組 め て い る こ t　 l 】 l

l l l l

④ す べ て の 学 級 教 育 活 動 で 男 女 平 等 の 意

識 を 高 め ， 子 ど も達 の 具 体 的 な 変 容 が A　　 B　　 C　　 D

見 ら れ る 。　　　　　　　　 ■み■ l l l　 t
l l l I

⑤ 在 日韓 国 ・朝 鮮 籍 の 子 ど も の 民 族 的 自

覚 の 基 礎 を 培 い ， 違 い を認 め 合 い 互 い A　　 B　　 C　　 D

に 高 ま ろ う と す る 姿 が 見 られ る。 1 1　 t　 l
t　 l l l



平成14年度（1学期）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都市立山王小学校
学校教育活動　自　己評価結果

A＝できている　　　　　B＝どちらかと＿いえばできている
C＝どちらかとい えばできていない　　D できていない

：：：ノ：；：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：；：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：ニ：：：：：：‾ニ．：：こ：ごニ：：こ：′：寸二：：：：：：：：：こ：：：：：て：、：：：：：：：：
率 熊 襲 蔵 敷 背 恩 腰 嘉 擾 ぜ 薄 嶺 振 事 麺 緩 葦 巌 貿 ＊ ーー‥一▼，●●‥t◆、●■＿－‥－▼●－●一‥●－●－－‾●◆→■－←－■■●一●…＝一…＝＝◆●■●●■●■■■■■

▲．．▲，－●●－▲●▼－◆■●－●●■…●－●－＿■．●－■■．■■●．■■◆●◆●●＿＝…＝▼－■＝◆－◆●●●◆◆■●一▲

◎ 教 職 異 と し て 校 務 分 掌 の 経 常 計 画 や 持

導 計 画 に 基 づ い て 上 組 戯 的 ‡＿こ教 育 昆 標

の 達 成 ＿笹 向 け ， 具 体 的 な 取 離 を ．し て い

る 。

Å ■■ ∴B －■・－
＿∴這 二■－・－l＿‾－．＿▲D 姦 ‾．卜　 他 ，

一’、－■1 【‾■・「＼l て6 ←∵ 「‾： 4　 一暮■． 0 ■ 0 ・l．　 0

9 ．1％ ′■．5 五j ％ ㌧・－3■‾6 二4 ％ 卜　 ∴．0 ′％ ニ ■‾0 ％ 1　 8 ％ ′

6 3 ，′6 ％
‾3 6 ．4 ％ b ％ ＿－

② 教 職 農 ∴と ＿＿し て 今 の 立 場 で 目 持 す 子 セ ＿も

像 の 具 現 化 の た め ， 具 体 的 で 積 極 的 な

子 ど も や 親 へ の 働 き か けせ し て い る 。

A
占－■．・ ′、C

‾b ＿－
無 底 ∵

0 －　－ ‡ 1 ・・0 ∴ 1 二　■l＋∴＿0 ‾　－ ．0 0 ．．

0 ％ 9 0 二9 ％ ′∴ 9 ．1 ％ ト ，0 ％ ． 0 ％ 0％

′　9 0 ．■9 ％ 1’‾＿、守如 ％ ・－ d％

③ 明 る く ， 元 気 に 挨 拶 し た り ， 素 直 笹 受

け 答 え が で き る 。 （以 下 子 ど 竃 欄酌 ∴

A B ＿　－ノ ∴d －． ：・・‾D ． 1′、鍾 ∴　′■ヽヽ′ 庖

0 、，5 ：、．′5 ＿－′∴‾‾ト ∴ 1 ・∴ ¢∴ 、 ＿．0 ′ ・

0 ％ 4 5′二∫％ ．ヰ5－．き％ 一卜 ＿9 ．1 ％． ■■＿’0 ％ ＋　0 ％

4 ・5 ．．・5 ％ J 5二4 ■」5 塊 、 0 如

④ 思 い や り ，・儀 一し さ を も ？・て ∴ 友 達 に 接

す る こ と．が で き る 。

ーA 由 ：∴ ；‥C －∴■－．、・ ‡．、－わ∴．＿・■ 無 ．
－－＿　他

0 3 － 8 －′、 ．‘ 0 ・ ′、0 ・ Ⅰ　 ′0 ■

0 ％ 1 2 7 ．3 ％ ・7 2 ．？％ ・－　0 ％ ・0％ 1　 0％ ■

2 7 」3 ％ 7 2 ．＿7 ％ ■
－′し0 ％■一二

⑤ 自 分 か ら 進 ん で 学 習 し ， 課 題 を 廃 決 す

る こ と が で き る 。

A B ．
－‾■．てf＿＿．占＿．γ－‾二こ・∴l、、＝． D ∴

無 ∵一他 ．－‾

0 3 ・－ ‾＿・5 ■－‾－‾∴l ＿　3 0 ＿　 I ＿、0

0 ％ ．2 7 、3 ％ ・‾ヰ5 ，5 ‥％ ′‘■ 2 丁二3 ％ d ％ ■■¢％・

2 ‾7 ．てi ％ ‾ 7 2 ．7 ％
－－＝．－－－・¢％ －

⑥ ル ー ル や マ ナ ー を 守 り ， よ り 楽 し い 学

級 や 学 校 に す る こ と が で き る 。

A
B ＝′ ：

C 、 D 無 ・ 他 ・

0 ‾－‾4　 ∴ ∴ －・・・4 ・■′ 1　 3 、 0 ■ 0 ．、

0 ．％ ＿3 6 ・．4 ％ こ まも．ヰ％ ・ト 2 7 ⊥3 ％ ． 0 ％ ‾‾¢％

3 6 ニヰ％
‾‾　 6 3 ．‘％ ， 0 ケも・

⑦ 整 理 ・整 頓 を し っ か り し －， 学 級 や 学 校

を 草 し く す る こ と が で き る 。 ・

A h： 虫 ∵‾■e ■－‥ ・‾D ‾　無 蔽 d

0 ． 4 ． 5　 ■t ・＿　 1 1 ′　0 、

0 ％ ‾‾　3 ‾6 ‾J4 ％ ‾‾‾4 5‾ニニぎ％ 「 9 二‾l‾％‾‾ ‾‾9 二1 ．％‾ ‾‾‾0 ％

3 6 ．4 ％ ・’5 4 ．5 ％ ∵ 9 ．1 ％

⑧ 基 本 的 な 表 現 方 法 を 身 に 付 け ， 自 分 ら

し さ を 生 か し た 表 現 が で き る

A
B －■ C ‾ ′D 無 他 ・■

・ヽ－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ○
0 ％ l l g ．2 ％ 6 3 ．6 ％ 18 ．2 ％ － 0 ％ 0 ％

1 8 ．2 －％ 8 1 ．8 ％ d ％

…＝●●t●●◆●t▲－－■－一●－－－●－－………■－■●－－●一●●－……◆…………‥■▲－■
…＝●＝＝＝■●●▼●◆－■▲▼●◆●●◆…＝■◆ヽ…＝…■◆………●●…■▲●●●●■●●●●＿◆●′●●●●●＝■■▲……■●◆●●●■……＝●◆……＝■●●●●＝＝●＝＝●●●◆●●

‾（∋ 子 ど も の 実 態 や 課 題 に 応 じ て ， 目 標 を

具 体 化 し ，＿計 画 的 に 重 点 を か け た 学 級

づ く り を 行 っ て い る 。

A B C ‾■ D 蝕
ノIヽヽ

他 －

O　 1　 6 ■ 3 ．－＿l－，0 2　　 t　ノ　0

0 ％ 5 4 ．5 ％・ 2 7 ．3 ％ t　　 O ％ 18 ．2 ％ 0 ％

5 4 ．5 ％ ・‾之ラ．‾3 ％ i‾8 ．2 ％

② 日 額 実 現 に 向 け て 連 携 ・協 力 し て 取 り

組 み ， 児 童 の 平 素 の 活 動 の 中 に ， 学 級

目 標 具 現 の 様 子 が 見 ら れ る 卜

A
＿ ・B

C ＿ D 無 他

0 5 4　 I　 O ＿ 2 、 、‾　0

0 ％－ 4 －5 ．－5 ％ －－3 6 、4 ％ －t　　 O％ 1 8 ．2 ％ ＿　0 ％

4 5 ．5 ％ 3 6 ．4 ％ 1 8 ．2 ％

叫．．・ト・≠

∴
：
　
≒
－
り
」
1
．
．
い
∵
1
1
∴
1
、
1
．
1
＝
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平成14年度（1学期）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都市立山王小学校
学校教育活動　自　己評価結果　工f

改＿＿＿拳∴＿＿暴 ＿＿等

＿◎怒頑員 とし七校務分掌や経営計画や乳 －0 先が読吟ずご迷惑をお かけ しま′．した。

導計画に■基づいて，組織的に教育目標 0 それ ぞれの教員の個性や能力，・得意分野を

の達成に向け，具体的な取組 を．してい－最大限た弓．■ほ 出す校内体■制であるかを検討す

る∵ ‾＿べ‾きふ

‾②教職員七・して今の立場で月指す子ども
0 働きかけの‾いる子に重点的に行って■いるが，

像鱒具現化申た軋 ＿＿具体的で積極的な 本人 ・‾保護者＿ともシ伝わ り＿にくい⊥場合が多かっ

子 どもや親ぺ＿の働 きか■けを－してぃるこ た。
－○学習予定表 ・学級通信 ・朝の会の工夫奪で

対応 しよ うとしていま‾す 。

ご③明・をぐ，・；＿長 泉亘挨拶 した‾‾り、，＿義直に受二○定着 した と＿は言■ぇない∴ 衰学知 も積極 的に

け答 えがやきる∴ ∵ （以下子 ども像）－・教職員から働 きかける′必要がある、。■

○生き生きとした子 ど．も達にしてい・く取組 を

す各。＿
0 ヤきている子 と∴できていな、い子 、（できな

／い子）■、がいるので指導を続けるこ
○高学年の児童に意数的軽取．り担ませ卑し？。

④思 いや り∴療七‾．さをもって，一女遠軽錬 0 優 しい言葉遭を．1か，∴＿＿自．然にで奉る■よ．．う1こく

す＿る こ＿とができる。 り■．返 し指導す る。＿＿

¢ヤ き．そいる与 ども＿も‾も極 が＿∴ま・だ，■．’■談分の

こ七 だけを考 えてしま＿与 手どもこが＿＿多お＿＿、．め‡で，
周・り一に 目を向けるよう■た■させたい。－

0 一白鼻 の気に入った友達にだ けという姿が日

立－づ‾た。誰に対 しても、、ニとす‾i－・う点にかけ奮い る。
¢攣 く＿一分 穏や かになっ＿＿，てい＿る裏庭適 えて きて

いると思 うが。
○クラスの中で，担任が 日額 して‾い る心 の教
育を子 ども達に伝 えて■いく‾。

＿0 自己中心助な子＿が＿良■＿立 つ。＿＿家庭への働 塞か ＿

げ協力 を得る必要あり。
ーq 言葉遣いに澄意 を払え■るよ うにさせたい。

⑤・自分から凄んで学習 し，改題を解決す ○家庭学習の習慣化を‾目揺す ことが大切 と考
ることカ草でき＿る。‾ ＿える。

○指■示待ち，受け身の子が多いので学習 の楽 ■

し　　 ナ　 、　 　ヽ　一■‾、
－○尊校 をそ して学級を子ども達に－とって楽 し

い．ものにす る。

0 見ている範囲でできていない。■■家庭へ の働
・きかけ協力を得る必要あり＿。＿

○計画表を作れるようにしたい。

⑥ルールやマナーを守 り，より楽 しい学 ○共通理解をして指導 しきる．。名札，．ハ ンカ
級や学校にす る＿こ＿とができる。■’＿ チ，ノ「ナカ ミ，廊下の歩き方等　 ＿＿

○モラル，一塊範意識の低下 が気になるこ　規則

を守 らない方がかっこい＿い と思 う風潮がある。
、○クラス内で も学校内で も子 ど，もの 自治括軌

・を重視 してい く。
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京都市立山王′ト学校

研　　　究　　　部

筆削旨準卿

学校教育活動自己評船具から考えて
学校評価を研究の視点から見ると

プラス面　（A・ち）

①5－4「生瀞臥社会札生活単元中学習が好きj　　81・8％
②5－2　r地域素材の教材化j　　｛畠4．5％

マイナス面（C・D）

①l－8「基本的な表現方法と自分らし阜を生かした表現」81・8％
ご■

②4－5「コンピュータ活用，情報活用・処理の環境づくり・指導の工夫J81・8％

③3－2　rlユニットの弾力的な運鱒」　63・6％
④3－3　一基礎基本の定着と個性の伸長一指導と評価J　63．6％

⑤4－3「地域素材の教材化，地域人材の積極的活用，学習の成果が上がっている」
63．6％

⑥4－4「自己評価，相互評価，ポートフォリオ評価」　63．6％

⑦6－1「偶に応じた指導の工夫，基礎基本の徹底」　　　63．6％

⑧5－1r主体的な閉居解決学習を育成する授業の実践」　54．4％

い

■

－

　

㍍

．

r

　

†

1

　

　

　

．

＝

　

　

↓

■

■

　

．

り

　

1

　

1

　

　

　

　

－

　

　

　

！

　

一

。

。

．

．

、

■

■

■

■

．

．

．

．

．

．

以上の結果及び改善点等から考えて，以下の事について見直していきたい。

＊今年度の研究の教科については，児童は好きと答えている。このことを大切にしていきた

い。

（社会科嫌いが増えていないか？という見直しをしつつ，導入の工夫を考えていく。）

＊地域素材の教材化については今までの積み重ねを生かしつつ，学習成果が上がるようにし

ていくことが大切である。

（活動内容，活動場面の検討をしていく。）

＊コンピュータ活用については，環境整備をしていくことが大切である。

（使い方のマニュアル，子どもの活用時間の保障を）

＊総合的な学習については，見通しをもって，今までの本校の取り組みを生かした活用を行

う。

（総合的な学習の年間計画の掲示やパネルの作成を通して，いつ頃・どのような活動

をしていくのか見通しを，教師も児童も持てることが大切ではないか）

＊学習の進め方については，1基礎基本の定着を図る。

（教材研究をしっかり行うこと，評価カードや作文等で自己評価・相互評価の活用，

補助簿の活用）

（チャレンジ・マスター・トライ学習の徹底‥・指導時間の確保と指導内容の徹底）

＊表現力を付けるために，朝の会，各教科での取り組みを意識する。

（話形の基本パターンの指導，児童の表現を促す教師の言葉かけ，

言語表現だけでない多様な表現方法を取り入れる事など備に応じた指導を大切に）

ー18－

平成14年9月5日
京都市立山王′ト学校
学習指導研究部

産前蒜簑蒜て
全小社研に向けて授業研究が進んでいる中，∴先生，　　先生，　　先生のご指導が日々の

中で生かされているか，日常の指導のあり方をふりかえり，子ども一人一入に基礎・基
を付けていくための授業のあり方を問い直すきっかけにしたいと思います。そして，子

どもがみえている授業，先生の授業の意図が分かる授業，先生の魅力があふれている授業をめ
ざしたいと思います。
今までの授業研究をもとに捷奏したいと思います。
また，さらによりよい学習の進め方がありましたら，学習指導研究部までご連絡下さい。み

んなで考えていきたいと患います。ご協力お願いします。
（社会科の授業だけでなくどの教科にもできることがたくさんあります。いろいろな場面で

活用してチェックしていきたいと思います。）

社会科学習に轟ナる基本的なチェック項目
好ましい状態にあると思われる時は○，好ましくない状態にあると思われる時は×を付け

てみてください。どこをどのように改めていけばよいか辛がかりを得るための資料として活用
してください。良い手立てがあれば全学年に広めていきたいと思いますので，学習指導研究部
までご連絡下さい。　＊学年に応じて内容の程度に配慮してください。

（9）月　（）年

の
力
が

業
の
も

授
本
ど

項　　　　 ‾目 評価

．資
料は子 どもの見　　 い　 示にな ってい る　 、料 の大 き さ ・　 な ど） －

1 枚 の絵 や 資料か ら どれ だけた くさんの 事実 を読み とれ る ことがで き

料

を

るか　　 の 会や授　 の中で　 ど　 たちに　 験 させて いる
少 なく と＿も資料の提 示を した場 ロは，そ こか ら最 低四つ以上 の ことが ＿

読 読み とれ る力が付いて いる。
み
と

表層 ・出 ・ を軸 ・ 軸 ・ 高 証と最低 値の周 係 など
‾事実 を克だ ら妬痙モ官 石力方i符も モヾもT 右ニ‾「●∵ ‾　‾… … … … ‾

る ＼
力 ＿

（つ なげて　 、づ Ⅰて　 ま とめて　 仲 間に∠ Ⅰて　　 点 を設 けて）
事 ＿を根拠 としで自分 の　 えを もつこ．とがで きる。．＿

（納得 してい る．・疑問 を もってい るな ど）・

指
導

学習 のスター トの時の子 ど もの真 壌が把握二王書て上、る。 … … … ＿＿… ＿
‾塵窟 表音滞 意‾C モニ‾授業■申の字音も砺 大切 な反応 を チ盲 ック しモ ．子

者
側

ど　 の 、容 を　 らえ よ ’と してい る
の中の キー ワー ドは ，。の ？どん 》こ と ？か明　 に まってい る。

の
評

r　間 ・・ ・私 の疑問に一 ’†と）
目標 に 向けて の 日　 が明確 であ り，子 と もの 、容が 見 られ る授　 の 温

価

の

み立て を考 えてい■る
本時の’目標 が子 どもに　 に付 いて い るか ， ／ の終　 り　 を工夫 して

仕 い る。
方 （「今 日の授業 の感 想 を書 きま し ょ う。」 では な く， r今 日■の 学習 の め

あて ・・’・について今 日わか った こ とを書 きま しょ う∧1 な ど）

．場
の

学　 の　　 が　　　 売　 が ある
示物 の 中には社 会　　　 を客　 的 に　 え られ る根　 七 な る資 料が あ

設
定

る
は子 と　 の発　　　　 － とにま とめて整　 して　 いて いる

話 し口いの しやす い机の配置 にな ってい るか
そ

の

・学習の中で学習牒　 がR　 になってい る
友だ ちの一、見 をつないで発表 でき る。

他 （～ さん につけた して．■　～ と違 って）

める上で，何かお悩みのこと

お忙しいとは思いますが，9月30日までに

－19－

までだしてくだ



きぅめき学習について

平成14年9月6日

給合的な学習担当

1学期の反省で，きらめき学習の取組が不十分だということがでていました。給合的な

学習は今年度が完全実施の初年度であり，昨年度以上にその取り組みが問われる年度です。

総合的な学習は105時間，11・針時間という他の教科学習に比べ＿ても時間数が多い学習

ですので，学習成果が表れるようによろしくお願いしますょ

きらめき学習の取組を以下の項目でチェックしてください。

○きらめき学習が年度当初に立てた痛動蔀画をもとに進められているか。

○予定の実施時期に始まり，終わJているか。

○評価規準をもとに評価ができているか。

→評価計画と個人内評価の記録との整合性を見直してください。

○次のようなポートフォリオができているかふ

・子どもの学習の足跡がわかるものか。

・学習したことに教師の評価が加えられているか。（朱筆など）

・自己評価や相互評価ができているか。

自己評価－ふり返りカード，子どもの感想を書いたプリイト，作文など

相互評価－ポストイットなど

→できていない場合はこれからでも作成してください。子どもがどのような活動をした

のか，それに対してどのような評価，指導をしてきたのかを具体的な事実で説明でき

なければなりません。（保護者，地域∴教育委員会に対して）

●11月8日に次のものを振出してください。

・ポートフォリオ（子どもの学習ファイル，子どもの作品）－

・評価の記録表（評価観点および項目に沿ったもの）

●今学期末に次のものを提出してください。

・活動計画の訂正版‾（実施時期二　学習清新」留意点，評価親準など変更‾があ‾った単元

み）

・きらめき学習の立体パネル構想図（職員室の見本をもとに，今年度のものを昨年度の

担任と相談してどのようなものにするか決めてください。）

●冬休み中に立体パネルを仕上げてください。（今年度の担任と昨年度の担任で協力して

仕上げてください。）

●今年度末に1単元の実践記録を提出してください。（報告のため。形式は後日出しま

す。）

※忙しい中ですが，よろしくお願いします。
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平成14年9月6日

京都市立山王小学校

人権教育部

学校教育活動自己評価結果に対する対策

項月 ．一番 号 ＿ ・評 価 項 目 損 （A相　　　　 対　　　　　 －．一牒 ‾

1 0 一－1 人折 紙 年齢 酸 基うき．学習を董めている。、 90 ．9％　 日常 ‾生 活 に お い て 準 え ず 人 権 を 意 識 さ

せ る 中 で 人 権 月 間 I二向 け て の 取 組 を 進

め る 。

・1 0 十 2 トライ・マ祁 ‾薄 臥 雛 鱒 析 どもを胱 折 ぺモー 鱒i．8％．産 廃 ・基 本 め 定 着 と 自尊 卓 専 や 翠 噂 付

爾 掬 蝉 鹿 覿 ぬ ぅt・いる． －ザ を 進 め る た め に 強 面 衷 を 有 効 ‾l羊；鱒 用

した ・り 時 間 の 設 定 を 壬 漬 し た サ す る 。
－1 ′0 － 3 一葦新 顔 青政 美し真意紆 等頭 痛 軸 租 轄

育卵塔 ＿由 軸 ¢印 ＿ぞれ加 納 ている．－

＿ 54 ．6％

・45・5％ ・ r な か ま の 日 」＿で の 取 租 を き っ か
1 0 － －4 すべ碩 学淑 寿藷如 秘 平等鴫 議を雇払 子ども達

砲兵紬 な安静 農ら紘 ．‾二’、二 　　 坤 に意 識 で き る＝キ ラ 奉・取 唾 を 考 え

■、72⊥8％ ．る 。’1′0 一「5 ‾舶 ・組 牒 芽室紬子どもの昆帥 自朗 基碇を培い．違

・咋 御 紳 互血 鮨 亮ラ上する委細 られる．

3 － 3 基礎ン衰 祓 章と約 梱 長細 る指導と銅 を行って 1乳2甲 子 ヤ■レ シ ジ 大 会 や塵 ‾捗 疏 革 ・ぬ 点 検 な ど

いるこ 明 確 な 目標 そ 設 定 ・〔 ∴ 意 欲 的 に 凝 り細

．－め る よ う に す る －と 七 もー一に ∴ 計 算 領 域 以－
㌧好 め 周 題 を 算 数 主 任 と協 力 ■して 作 成 す

皐 ○・・

1 1 ⊥ ‾1‾‾子‾ども書経 悪習削 振 に郎 た相 和 黒を上げてtl‾・

．る．
1 － 8．鵬 ＿く／元気鐸 恥 たり．妻紅 受け苔えができ古．

・9 － 3 鱈 如 に紬 そ蛇 納 経 誌肘 で紬 、る． 8 i．8％ 洩 点 を 決 め た 衰 庭 訪 問．を 行 う中 で 児 童　理 解 や 保 護 者 と の 連 携 ‾を 強 め る 。ま た ．

．∴記 録 を 捜 し て い く‾‾‾　　　rO‾‾‾‾‾‾
6 － 1 各鮒 とも子とも帖 輌 な鞘 を建立するための教帥 36．4％　 向 専 が 計 画 的 に 学 習 ヒ 入 り ， 福 祉 地 区

支掛摘 帽 について凋 理凱 ．軌：応じた指導のエ夫

と．基磋・‾基本沌 阜を酌 ているi

児 童 を 中 心 に 個 別 対 応 を 強 化 す る 。

－　8 － 1 違如 綬耕 紳 鵜 紬 ▲蔓鐘学習に射 る如 も如 ‾36．3％　 ジ ョイ ン ト道 徳 な ど の′取 組 を 行 う と 共

亭篇ぬ まっている． i享■， 「心 の ノ ー ト」 の 有 効 な 利 用 を 図

る こ
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保護者様 平成14年12月2日

京都市立山王′ト学校

校　長　松谷　龍雄

授業参観アンケート記入のお願い

紅葉の季節も終わり，＿いよいよ、2学期も残りわずかになっ
l

てきました。

本校では，一昨年度から授業参観日及び参観週間に保護者

・地域の方々に授業参観めテ・ンケートをお願いしております。

そして，保護者や地域の方、々のご意見を学校教育活動に反映

させるべく取組を推進しています。

学校だよりの8月号でお知らせいたしましたように，皆様

方からは，次の点について課題があるとご指摘いただきまし

た。

・「正しい言葉づかいで，自分から進んで発言していた」

・「しせい正し＜学習していた」

・「学習内容がわかり，基礎的な学力が身に付いてきている」

学校では，これらのご指摘を受けて，子ども達の指導に当た

ってきました。しかし，まだまだ不十分な点もあるかと思っ

ています。

そこで，できるだけ多くの保護者や地域の方々のご意見を

いただき，さらに学校教育活動の充実を図っていきたいと考

えています。そのために，今回は事前にアンケート用紙を配

布させて頂きました。当日学校でも同様の用紙を用意いたし

ますが，事前に目を通して頂き，12月3日（火）に参観し

ていただいてアンケートにご協力いただければ幸いです。

－22－

授業参観アンケートについて
マラソン大会も終わり　3学期もいよいよあと一月余りを残すばか

りになりました。

本校では，授業参観日及び参観週間に保護者・地域の方々に授業

参観のアンケートをお願いしております。そして，保護者や地域の

方々のご意見を学校教育活動に反映させるべく取組を推進していま

す。

1時間だけをご覧いただいてのアンケートは記入しにくい点もご

ざいますでしょうが，お気付きになる点だけでも結構ですのでご協

力いただきますようお願いいたします。

学校だよりの1月号でお知らせいたしましたように，前回も皆様

方からのご指摘をもとに，

・「正しい言葉づかいで，自分から進んで発言していた」

・「しせい正しく学習していた」

・「発表の声が′j、さい」

ということの改善に向けた取組を，各クラスで進めています。

学級だよりでお知らせしましたように，各クラスでは朝の時間に

詩の音読をしたり，発表の仕方を指導したりしています。また，子

どもに届く授業の改善も図っています。

これらの硬果はすぐには目に見ネて・芸なし．、かもしれません。しか

し，取組を積み上げることによって，必ず成果が出ることと思いま

す。3学期は1月の参観週間でのアンケートをとるのを中止し，1

ケ月様子を見ることとしました。

子ども達に，確かな学力と

生きる力（ルールやマナーを

含む）をつけるために，より

学校教育の充実を図り，家庭

・地域との連携を推進するた

めにも皆様方の多くの意見を

お寄せいただきますようお願

いいたします。

＜　1　年　生　の　取　組　＞

－23－



授業参観等のアンケート （　　）年

※当てはまるところに○巨ロをお一つけください
‾　A＝できている　B‾＝どちらがといえばできている‾

C＝どちらかとし－、えばできていない　D＝できていない

r菱しい1ウこ？　r
さて∴いよいよ夏体払ヨ

9月2日の始業式には楽し
して＜れることでしょう。
子ども達にとって夏休み
rOOに泳ぎに行＜よ。」
夏休みならではの言葉がた
達ガイメージしている楽し

脆瘡夕鎧力感寮封¢超＞

戯蓋詰…蓋……箋警藍…碧雲…華驚喜警≡喜芸撃
ヤ°です。
噸ヶ谷カボチャは，左京区の鹿ヶ谷地区で江戸時代かち作ら
杓布いる京の伝統野菜です。このカボチャを食べると中風にか
からないと言い伝えられ．鹿ヶ谷にある安楽寺では．毎年7月
箋寧日に，参拝者にふるまわれるそうです。　　・・：7山一

導委員会仁PTAの共催君．「第
1回　山王スポーツデ÷」．が開催
されました。
当日は．少年補導委員華の方々

や学生班．そしてPTA保健体育
部の皆様方をはじめ多＜のPT阜
の方々にこ協力いただき，子と写
達にとって，有意義な半日を過こす
ことができました。
天候ガ心配されていました机学

生班や子ども達の願いがかない，雨
雲も吹き飛ばしてしまいました。■・

i九しいJって？
巨体みは43日間あります。
思い出を胸に；元気に登校

いことがいっぱいです。
他に遊びに行＜よ。」等々
出てきます。ここで子ども
ららかというと，遊んで楽
塾こせるというだものです。
ではありませんが．43日
は夏休みがもったいないよ
さJとl司時にrうれしさ」

5がAもし＜は8と判断

哲正し＜学習していた』
という3点については評
いについては，指名され
るような指導を続けてい

は視力が1．0以下の子ともが40．4％と視
いるようです。全市の平均と比べるとかなり
ます。学校でも注意じていきだいと思います
勢について声掛けをして頂きますようお願い

たっいモは．裏面にも書かせて浸きましたが
り組んでいきます。今後とのように変わった
いますようお願いいたします。

暮子ども達はすがすがしい汗をい
つばいかきながらスポーツを．思
いっきり楽しみました。

学生班のメ＿ン賞！lま，一小学生の
力に合わせて，とても上手に遊ん
でくれましだ。この様な取組を継
続していくことによって．地域ぐ
るみで，青少年や児童・生徒の健
全な育成が推進できればと願って
います。

なお，8月に行われます∫些事壬まつり⊥でも．ノ学生班が
満醸して＜れる予定です。

★8月28日午後6：00′、J8：30に開催いたします。詳
し＜は．別添回覧及びポスターをこ覧下さい。
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く赤い実をたくさんつけたナンテン〉
低学年の子ども達が．運動場の片隅で砂遊びをしていました。

そっとのぞき込むとナンテンの実を使ってなにやら一生懸命に
作っています。思わず『校庭に生えている花や実を勝手にとっ
たらだめだよ』と言いそうになりましたが，ぐっとその言葉を
押さえて「何を作ってるの」と尋ねると「クリスマス・ケー
キ」という答えが返ってきました。そういえば，わたしもこの
ナンテンの実でよく遊んだことを思い出しました。
ナンテンは，清めるということで．お手洗いの外に植えてあ

ったりします。また．料理の飾りにナンテンの葉をあしらった
り．ナンテンの箸というのも食あたりを防ぎ長寿を祈願すると
いことで好まれるようです。

＜12月人権月間の取組から＞
12月は，人権月間でした。本校での，人権月間の取組をこ

紹介させていただきます。
【人権学習】
・低，中．高学年に分かれて，和室で人権教育部の先生方から
発達段階に応じて学習をしました。子ども達は，自分の考えを
交流し合い．充実した人種学習が展開されました。
【人権朝会】
・校長先生より．子ども達の身近なところにある人権に関する
お話をわかりやす＜教えていただきました。
【人権に関する保護者懇談会】
・道徳や社会の授業をもとに．保護者参加型の懇談会「ちがい
のらがい」という資料を便うて，人権に関する話し合いを行い
ました。わたしたち大人の意識や行動をもう一度振り返って．
子ども達の人権意識や行動に影響を与えないようにと話し合い
ました。
【人権児童会日様・クラス目標・個人目標の設定】

・各学年の人権目標を．校舎渡り
廊下の掲示板に貼りだし，常に自
分たらの目標を意識し一人一人
が行動として実践できるようにし
ました。
【なかよし集会】．．
・人権学習で学んだことや，今ま
での人権に関する体験を作文にし

て．各クラスより1名ずつ全校の前で発表しました。心温まる
作文が多＜．子ども達一人一人の心の中に響きました。

約　束
平成15年が始まりました。最近はお正月といってもお店は

元日から開いていますし，以前のような静かなお正月といった
雰囲気はずいぶんとな＜なってきました。これも社会の変化で
はないかとの思いがします。

「一年の計は元旦にあり」といって，今年はこのようなこと

に頑張ろうといったことを，元日という白に思いを新たにして
いました。みなさんのこ家庭ではいかがでしたでしょう。
舎日 「吟皐の教育」の重要性が簿議され，学校の道徳の時間で

こ・1安全．，生命の尊重，礼儀作法．自主自立といった個
な項白から．友情∴公共心，社会連帯．権利と義
類愛．国際理解といった社会の†員としての必

含め．一望ましい生き方を体系的に指導していま

実の生活を見ていますと，学校においては．いじ
め．′非行の増加や社会における大人や企業の不祥事の増加など
道徳的価値観の乱れが目につきます。社会の規範軽視の風潮が．

学校の道徳教育に逆行しているとさえ感じることもあります。

道徳教育の成果牽土げるためにも，学校，家庭，地域の協力は
ますます必要になっでく為で島譲．う；

頻発する不祥事偵因が．油菜の不履行．契約違反であるこ
とが多いことを見ると，学校では∴その成果が見える「約束を

守る」ことを徹底させることが必要であると感じています。
「約束した時間や期限を守る」「約束した規則は守る」「借りた
ものや，使ったものは元の場所に返す」といったことが実行で
きれば，お互いにストレスを感じることも少な＜．精神的に安
定し，心にもゆとりができると思います。これらのことは．こ
のこと力唱標ではな＜，スタートだと思います。つまり．この

ことができなければこれより先のことができる見通しは少ない
のではないでしょうか。

3学期がスタートしました。ハンカチ，はなかみ，名札はそ
ろっていますか。

授業参観のアンケートから
2学期末の12月の参観・懇談の際．40名のみなさんがア

ンケートを出していただきました。本校の家庭数が90世帯で
すから半数弱の方に出していただいたことになります。本校で
は．保護者や地域の方々からのこ意見も伺いながら，子ども達

鱒確かな学力をつけ，将来社会へ出たときに生きる社会性等を
つけるために教育活動を進めていきます。
今回「学校だより8月号」に続いて．その結乗をお知らせし．

共に考えていきたいと患います．
まず∵評価が高かったのは，家庭での様子の「子ともの友達

の名前はよ＜知っている」，「子ともとふれあいや対話をも

つようにしている」という項目で，A（できている），B
（どちらかといえばできている）を合わせると共に100％で
あったことです。保護者の皆様が子ども達の様子をしっかりと
とらえていただいていることに感謝します。また．今日の授業
の「担任は子どもの心をとらえて授業をしていた」の填日で無
害の方を除いて約90％の方にAもしくはBと評価していただ
きました。学校としましてはうれしい結果であり．さらに子と
もの心をとらえる授業の推進を因っていきたいと考えています。
しかし，一方で「正しい言葉つかいで，自分から進んで発表

していた」は50％．「姿勢正し＜学習していた」は65％に
とどまり，全体的な傾向としても前回をやや下回っています。
これ以外のこ意見として多かったものは，「発表するときの声
が小さい」というものでした。これらのことは学習に向かう姿
勢です。改善に向けての具体的な学級での取組は学年だよりで
お知らせをしたいと思います机　なかな机　結果が見えてこな
い部分でもあります。こ家庭での声かけについてもよろし＜お
願いいたします。

次回は，2月の参観・懇談時にアンケートをとらせていただ
きますので，こ協力をお願いします。
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平成14年虔学校評価年閻計層

1　校内組織

校長⇔

学校辞す章集会

企画運営委員会をかねる
教頭・教務主任・学年代表

京都市立下鴨小学校

書分掌委員会

研究・生徒指導・保健
学年・人権・養護育成

2　年間計画

1学期

4月　下旬　学校評価委員会の設置とそ聖ねらい等の共通理解

6月　下旬　学校評価委員会で学校評価システム

第1回自己評価の実施に和げでの

2学期

遊具義

金教職員

のステップを検討

な計画作成

7月　上旬　自己評価の評価項目原案件威（教頭・教務主任・校長），学校評

価委員会で自己評価項目の検討復職員会で学校自己評価の評価

項目等検討

中旬　全教職員による第1回自弓評価の実施

8月　下旬　教育委員会地域教育専門主事の講義等に一よる学校評価研修会の

実施

第1回自己評価の，結果の考義と教育活動の見直し

10月　中旬　学硬評価委員会による外部詐術実施の具体案検討，自己評価

項目及び評価基準について （全保護者対象）

の評価項目作成

11月　上旬　職員会にて，第2回自己評価と第1国外部評価の評価項目及び

評価基準の検討・決定

12月　上旬　第2回自己評価及び第1国外部謹価（全保護者対象）の実施と

学校数書法勅へ生かす取組

1月　上旬　2学初美施の学校評価結果象取準改善についての公表（全保

護者へ）

3学期学校評価の実施計画作成

2月　下旬　第3回自己評価及び第2回外部評価の実施

3月　上旬　学校評価の集計と考察及び公表，教育活動の点検と改善

学校評議員会の開催と学校評価結果や考察についての説明

中旬　次年度の学校評価システムの検討及び年間計画作成

－29－



平成14年皮下剛、学校　　学校自己評価表（1学期）　評価者（ 鱒　平成†4年座下削、学校　　学校自己評価表て一等■学期）評価者（
繭

身　　　　　　　　　　　　　　 評価項 目 評

定 ■

評価感想

＿ 1 学校数育 目棲の設定と実現 内容′難易度

l
学校教 育目標 や目指す子ども偉妊，子どもや地域の実態 ・社会の凍れに即したものであ

る。

2
学年 ・学級目臆 は学校数育 目標や 日精す子ども橡の実現に向けた課題を真体特したも、

のとなウている。

3‾
重義 目顔 めr 人に優しく，、地球に優しし－、心を育てる環境教割 について奏通理鮨ができて′

いるム

2 蓼科 ・道徳の掃導

4 ．教科学習たおける基礎基本の内容について共革理解ができている。

5 一人ひと甘の手どものもつ個性や可能性を伸ばす学習が展開され七いる。＿

8 特別な配慮を要する予 どもについて焦点畦をして取 り組んでいる。

7 学習内容が十分定着していない子に？しさて，一家庭との連 携考料 こした取組ができている。

8

道徳の年間薄尋計画に基づき．資料の精選や展開をエ夫したr道徳の捜勤 が行われ七

いる。

9 一人ひとりの子どもに．課題を発見し追草していく力が身 に付いてきている。

10 子 どもたちが 自ら進んで意欲的に学事し，充実感を味わっ七いる。

ロ 子どもたちに．道徳的心情や判断 力等が育ち，道徳的実践力が身に付いてきている。

3　総合的な学習の時間

12 子ともの興味 ・関心・ねがいを生かし，体験活動を重視した学習活動ができている。

13 一人ひとりの子どもが課題を持ち，意欲的に問題解 決を図る学習 となっている。

・4　特別活動

1■4
学校行事は適切であり，子供たちは体琴的な活動を楽しみ．すすんで取 り組んでいる。

15
児童会活動は，ねらいにあった内容で活発に行われている。

16
クラブ活動で，．子どもたちは意欲的な活動をし糞しんでいる■。

5 生徒指導 ・学級経営

1了 子 ども一人ひとりをしっかり琴解 し．偶に応じた痩導ができている。

18 廟題行動の背景を十分把握し，家庭との連携をはかった取組ができている。

19 いじめや仲間はずれのない学級作りを重点に←た取組ができている。

20
児童の間喝行動 や保護者の悩みの解決に向けて．教育相談体制や協力体制ができてい

る。

2 1 子どもたちは．学校 や学級を楽しいと思っている。

6　環境教育

22 すべての教育活動の場で環境教育を進める取組ができている。

23 r総合的な学習 jの重点に環境問題を取り上 げている。

24 環境教育 の進め方について共通理廃を得るための研修ができている。

▲か一

・叢　 7 人権教育
靡壷 内容 難易　 ■

串
姦 25 人権尊重を基本においた教育活動や学級経営ができや iるj ，

遥
蓉 26
ナ＋

育成学級との交流や本来校交流ができている。　　　 童二

皇7 人確聞題について¢療修が充実し教職 員の理解が深奉らてや、

28 子どもたちに人権を尊重する精神が育ってきている。 ・ム・＿■

8 健康教育 ⊥
．上

29 安全や衛年に奉を？けて学鱒鱒 食を実施している∴
＋ナ十

30 学年の発達嘩由一こ応沈 r創 た関する指導ができてい春立 堅■ヨ

31 健 康がすべてゐ基礎になるという意識を培う健康教育が き る。

9 開かれた学校 ‾‾

32 l家庭・地域に開かれた卓校べの取租が進んできてし†る

可 地域 の人材や地域教材を活用した授華や清野を触りヘ ー±．
て

望； ＿1 0 経蟄 施設・その他　　　　　　　　 琵・

瑚円
堅ご烏4

そ■

事前裏話等適正な予算執行ができている。 宅ヽざい㌔■～嶋噂　　十

昌一．′＿衰

ま．－t3＄

各教科の指導計函酎；基づいて，教材 ・教具を有効 ・適切嘩 鍵毛■ゝ

・滞 理一浩用している。
環境教育を進めるための施 設や備品が整っている。　　 冨：

皿

阪；
譲：
飢■■そ

触の
非他

郷’気

蓋〔．■．づ

？・い

（1 学期を振り返り，特に気づいたことがあれば記入する）

凹
室

・≡：■■争‾

．．：．し　什J 凹

u
・ヴ　n

点 円

毘、．
評
価
基‾
準

A ・‥評価内容により「十分達成できていると思われる」やr・詞そう患う」と考える場合（以下同じ）

B ・‥rだいたい達成できていると思われるJやrおお■むねそう患岩」と考える場合

C …rやや不十分と思われる」や「少し否定的に思わ るJと考える場合

D ・‥r不十分であり努力を要すると思われるJや「そうl 琴 程し、」と考える場合

掛■感

】阜【】■想

内容‥・評価　 するのに適当なものは◎ まず・′当と患 れるもゐi・よ○ 必要がないかやや不適当

と思われるものは×をつける。×をつけたものには理由を簡単にrその他気づいた点Jの欄に記入する。

難畠度…評定しやすいものは◎　おおむね評定しやすしヽもゐl ＿Lj 2史豊艶 ⊆≦L洩吸堤仝⊥＿艶邑＿＿＿＿＿＿
しにくいものは×を記入する。



平成14年鹿下鴨小学校 学校評価表（2学期■教職員用） 評価者（ 〕

5 　　 甥　　　　　 嘩　　　　　 教　　　　　 育 （全 教 鼻 ）

l

1 5 教 育 活 動 の 重 点 に 環 境 教 育 を お い た 取 組 が で き て い る 机
全 て の 教 育

の 視 点 で 捉
で 牽 て い る

活 動 を 環 境 教
え 十 分 な 指 導

爾 －
が

教 育 準
で い る カ
る

全 体 で 取 り 組
や や 不 十 分 で

ん
あ

教 科 や 嘩
中 心 に 憬
て い る i

合 的 な 学 習 を
境 教 育 を 進 め

総 合 的 な 学 習 な ど で も 環
壌 問 肇 ガ 十 分 と は い え な
い

1 6 環 境 教 育 の 進 め 万 に つ い て の 研 修 が 深 挙 っ て い る 机 二
媛 華 研 究 会

深 ま っ た の
て の 研 修 は

旨等 を 通 し

・で 造 め 乃

‖今 後 不 要

て
に
だ ．

分
い

進 め 方 I
が で き

研 騰 が I

つ い て ほ ぼ 理

机 よ り 深 吟
要

解
る

進 め 方 の
＋ 分 な の
要 が あ る

理 解 が や や 不
で 研 修 す る 必

進 め 方 が 理 解 で き て い
な い の で 基 本 的 な 研 修

が 必 萎

6 　 人　　　　 権　　　　 ∴鱒 ■　　 ・，－ ・育 （筆 救 料 鱒

1 7 児 童 の 人 権 を 尊 書 し た 教 育 清 野 や 学 級 感 官 が で 車 て い る 机 入 相 こ 配 臆 し 符 叱 り

め 汚 が で 薯 て い る

■わ や 鱒 叱 り 汚 や

し て い 考
こ ろ が 萄

ほ め 方 に 配 慮
が 厳 し す ぎ る
る

は
と

し か り 方

の 配 慮 カ
な い

や ほ め 方 な ど
十 分 と は い え

児 葦 の 人 権 を 照 視 し た 叱
り 方 な と が あ る

1 8 人 権 問 題 に つ い て の 研 修 か 充 奏 し て い 挙 恥
一人 権 癖 轡 ま

る ＝二■
十 分 行 わ り い ： ≡二三－

音 え な い が 時 間
妥 当 だ

人 権 研 修
で あ る

が や や 不 十 分 人 権 研 修 が 賃 塵 共 に 不 十
分 で あ る

1 ■9 子 ど も た ち に 権 を 等 量 す る 心 が 奮 っ て 書 て い 尋 鱒 。
ほ と ん ぢ

て 園 ＿る ．【・一

児 暮 iこ 努 帝 つ 垂 お む

★＋＋

育 っ て い る 一 部 の 児
て い な し

善 に し か 育 ら
ほ と ん ど 育 っ て い を い

7 鱒 ．■　　 一　 乳 ∴ 烏 二‥　 ∵ 革 ー’く全 教 象 ；、頭 痍 頑 熱 ●
⊥Jlイ

鱒 鼻 … 巷 カ ）
十＋

2 0 給 食 指 導 や 「寒 」・に 関 す る 指 導 の 時 固 か 確 保 さ れ iす 児 濫 の 鍵 解 毒 真 筆 い 字

ト・ニトー

時 噛 恵 確 奉 れ 由 も 準 襲 内 容 は 充 実 し て い 急 か 時 時 間 数 な で 指 導 計 Ⅰ軒 こ 指 導 が ほ と ん ど で き て い
る か 。 ーr7 　　　′，・汀f 　 i・・て，－、き し て い る 闇 確 保 郡 や や 問 題 だ 沿 った 指 導 が で き に くい な い

2 1
保 健 安 全 に つ い て の 播 削 一計 画 的 に 夷 表毎 き て い 軸 ；二 ■ト∴　　　　　　　　　q 晦 尚 も 確 保 さ れ 内 容 寧 充 実 肉 窄 揮 発 零 し て い る 力 時 時 間 数 嘲 ど で 指 導 計 画 指 導 が ほ と ん ど で き て い

レ て い 冬 ∴ 聞 確 保 が ゆ や 問 革 だ 沿 った 指 導 が で き に くい な い く▼つ凶

t

・幸；一喜‾ご

8 　 開　　 か　　 笹 ‾二　　 た ・ ‾＿．・車 ∴　 …‾校 く全 教 鼻 仁 ‾－無 数 鱒 員 －■・■・2 ：：2 ． 全 教 員 ・ 2 3 ）

′2 ≠ 学 校 情 報 の 発 博 が で き て い る か ムー
学 校 便 り や
健 ・給 食 だ
儀 し て い 琴

牽 奉 ・学 級 ・嘩 ■

：よ り 等 で 十 分 幾

発 情 モ き

に 不 十 分

て い 急 が 内 容 的

な 面 が あ る

＿全 体 に 不

萄 声
十 分 な 発 憤 ほ と ん と 尭 儒 で き て い な

い

亭 3 地 域 の 人 材 や 地 域 教 材 を 活 用 し た 授 業 や 清 動 を 取 り 入 れ て い る 机 教 科 や 総 督
用 し て い 挙

な と で 大 い に滞 洒 車 で

片 寄 り カ

て い る か 学 年

あ る
に 活 用 が 示 由 だ ほ と ん ど 濱 用 し て い な い

9 　 軽 ． 理 ∴ ∵∵ ． 施 ∵．投　　　 そ　 の 一　 他 （全 教 鼻 」事 務 職 鼻 ・一発 義 戦 鼻 ‥・2 4 ／ 全 強 兵 … 草 5 ・2 6 ）

ーー2 4 事 前 薬 滴 等 適 正 な 予 算 執 行 が で き て い る 机 き う ち り と で き て い る ・ ほ ぼ で て い る 一 都 は で き て い る ほ と ん ど で 書 て い な い

2 ら

2 毎

各 敦 科 挙 の 指 導 に ■必 要 な ． 教 材 ・教 義 が 整 っ て い る 机 十 分 そ る
す い

て い て 指 導 しiや tまぽ そ
足 り な し

っ て い る が － ・部 全 体 に 不 十 分 で あ る ほ と ん ど そ ろ っ て い な い

凍 凍 教 育 を 進 尋 た め の 施 投 や 備 品 が 整 っ て い る 机 ・
十 分 そ ろ ＝－ら

す い －
て い て 指 導 しンや ほ ぼ そ

足 り な し
っ て い る が － 知 全 体 に 不 分 で あ る ほ と ん ど そ ろ っ て い な い

そ

の
他

（2 学 期 を 痕 遮 り ，，矧 こ 気 づ い た こ ぢ ） （全 教 臆 卓 ）

酬 研 、呵 、γノ月琴モ申畢15＝ち≡数戦㌢㍗琴：

・＿ か ぺ ぺ ∵ ∵ ∵ ∵ ギ 1 」 ト ∵ ∵ ∵ ㌻ ‾T ∵ －’‾‾‾斗 守 て 雪 千 で ・ ■＝ン▼抽 入・一等 ヤ ヰ ーⅦ ふふ
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平成14年皮下剛、学校　　　　　　　　　′学校評価表（怠学期■教職員用）　　　　　　評価者（　　　　）

寄島
■フt 評 ‾囁 基　 準 ll

－．＿iミ、卜 ヰ B■ C D

1‾‾学；校　 教　 育　 目　 操 ぬ 儲 賢 一ヰ 夷 埠■イ垂顛草ヰ 肇励和 一・＿．

ロ 日 の々教育酒動

組まれているカ

は，7 学校教育自棟や自

○

嘩す子ど苧像の実現を腎指して取り 常に自煉等

組んでい拳

‾考慮して取り計画時に
うにして

日揮を生かす
いる

十分考え れていない：ほとんど考慮されていな
い

2■
自指す子ども

まし合う■な、

にかなう巧手どもが育

かなと考える∴集中し

ってきている机 －（がんば苦うと臥

て取り組む．心と体を鍛える）一・‾

ほとんどの
育って蕃て

児葦
いる

に十分に 少しずつ．
てきてい

ではあるが青
る ＋

つ・一部の児
ていない；

垂にし中背つ ほとんど育っていない

l
2 教・科．ご＿・ 総　 合 ■的 琴 学∴習 ＋ 遵；頂　 等　 の　 樽　 導．‘（軽軒叩 ・‥3予4 ■・5 サ牒任…6 ・7 ）．・

3：教科学彗に、おけ・る基礎基本が手どもた に定審レセし1るれ ほとんどの
零している

鹿革　卓にこ郷声定＿だい巧い 考できてし 一部の児
レていな←

i にしか定率
コ

ほとんどの児童に定着し

てい率い’

4 ≡一人ひとりの子ゼものもつ個性離 弼 簿伸ばす単蜃郷磨鱒遠軽 レ濾机 それぞれゐ

釆琶レてい

鱒童

争＿≠
に つ鱒エ時間の許

てい香
範囲で努力■し選れた児

いっぱい＿至
董の対応で ≡

である ’

指導内容を押さえるのに
埠われている

：・5 ：；特別な配慮を要する手どもfわ し咋 革点化壷して放り組んでいる机 ＿、
常に配慮を
た蛛埠を亭
を．している

し号
畢る

■t辱†t

の予に勢つ
なとの取組

できるだ
や個別指
る

け配慮し声か
導なとをして

け
い

時間的な
十分な取

い

となとから
ができにく

ほとんど取り組めていな
い

6 ‥
学習内寧が十分軍曹レてい置い子につし■＼て．＿一家庭との連携を密にじた取組．・■常に連絡塵取ぶぞ協力しセ 時々 連総を破り課題等を学校で対応レ連絡はあ≡ほとんど連絡は取らない
ができている瑠

○
もら⇒貫いるミ′善一ナーニー＿毒 与えている まりし琴い

7 ．
子どもめ関心・
台的な学習を

欲痘高め．ノ十人十人力

めているかム1■

†琴感を追求し体験活動を重視した総そうじたねらいに添った学 だいたいねらいに添っ・恵＝一人一人の課題追求な 今までの教科学習とほと．

習が十分できている 学皆ができている どが十分ではない＿ んど変わらない

年
⊥人ひとりの予

尋か。

ゃもに，繰越を発見し、

・車‾　　　 さ■

追求していく力が鼻I∈付いてきてい 全体に大き

る＿－

＜育ってきていだいだい育ってきている 一部の児
てきてい

童にしか育つ・
ない－

余り変化は見られない

3 ‾　特　 別　 活■・ 軒■、－‡・ 学 ！・校 ∴満　 車 ‾（全教鱒鼻・・…・甲・牽教鼻・栄養個眉‥・0．1 1）‥

白 才筆期の学校ノ

組んでいた机

　　　　　 も■事曙．内容や時間等適切であり仁子供だちば意欲的に取り それ老れの

り活発に鱒
行事
り組

が適切であ
んでいた

おおむね
の活動も

適由であり児
活発であった

l

革■

○‾■ご

‾ヽ‾‾

一如再考

もあ亨た
を要するもの

＝－′・瓢∴三　醍

全体に再考を要する

10 児童会活動l亭．：ねらいにあった内容で5舌先に行われているか。
当番活動草す
に行いi、自主
発である≡

んで意欲的

な活動毛酒

挙番澤動などおおむね
発に自主的に行われで
る

鞋
盟
一帯琴項帯封整あ卑カ1当
琴海軒監終りると⊆ろ：二
屯あうた■！－＿＿

全体に意欲や自主性がな
い■・－

1 一 ′、 t
皿 クラブ活動で仁子ともたちは意欲的な活動をレ楽しんでいる机 ほとんどの．児

取り組んでい■
が意欲的に

口
警霊志諾 慧詣 霊諾 一部革欲約定が多くの，

児童が消極的である
ほとんどの児童に意欲力

見られない

4　 筆 ‾　徒　 指　 導　 －－－・ ’学 ‡織　 ノ‾経　 営く担任）　　　　　　　　　　　 j　　 き二

12 事ども一人ひ りをしっかり理解し．個に巧じた指導ができている机
学級の全ての児童の理解に

努め個に応じた指導をして
いる

気にカ＼か

「人十人
深め指導

る児童考中也
の虎暮の理解
している

こ∴
蜃
ビ矧しかカ＼

に追われ
ができに

る児童の指導：
全体への対応－－
くい

クフスをまとめるのに追

われ個々 の児童への対応
ができていない

13
問題行動の背 を十分把捜し．・家庭と申痩携恕まかった取組ができている できるだけ

周り保護者
る．

家庭との連携を
二の協力窄得てい

問題毎勤

知らせ家
卿あればす

・底と連携を

旧
て

司

保護者か
を受けて

墓霊芝畠墓誌‾学校で対応し，家庭へは

報革や指導が中心であ
る。・

●めや中間はずれが見

か。 解決を図■ってい尋 を図っている

14 いじめや仲間ばずれめない楽しい学級作りができてい患机 ・
いじめや仲間はずれが会＜

みられず楽しいクラス作り

小さないぎしぎはあ笥
いじめや仲間はずれは

；力

・見

仲間嘩
発展す

れやいじめに
可能性がある

いじ　 イ
られ指導しているが改善

■がで牽てし＼る‾・ ▼昏れない・．・ ので揮 ‾レている しない

琵荒抑郡二ニニニニニニニニ＝＝二＝ニニニー莞てこ二＝－二【言T



琶

隅

隅

馴

圃

警

保護者様

平成14年12月13日

京都市立下鴨／ト学校

校長　依岡　弘祐

アンケートにご協力のお願い

今年も余すところ二週間余りとなりました。年末を控え，何かと気ぜわし

いこの頃ですが，保護者の皆様にはお変わりなくお過ごしのことと存じます。

さて，本校で軋平素より憫かれた学校づくりの取組」推進のために，

学校からの情報発信に努めるとともに，保護者や地域の皆様の麻いや期待の

把握に努めております。これまでも，休日参観や学習発表会の際にアンケー

トにご協力いただきましたが，このたび，別解の内容につきまして，保護者

の皆様のご意見やご感想を聞かせていただきたいと考えております0

保護者の皆様のご意見やご感想は，学校・家庭・地域がそれぞれの役割を

果たしつつ連携・協力し，地域ぐるみの教育をさらに充実させるために生か

したいと考えておりますので，ご協力いただきますようよろしくお願い申し

上げます。

っきましては，別紙のアンケート用鰍こご記入の上，のりしろ部分をのり

付けして，12月19日（木）までに担任までご提出いただきますようお願

いいたします。

－34－

平成14年皮下鴨小学校

悶

誓番号 扱　　　　　　　 点

暮 ＝・．ふ．‡ 選　　 定　　 基　　 準 。 ヰ 去

．A
軒

＋千
、B C

藍　　　 1 学′校 教 育　 目一棲 ・環 ‾鱒 教 育

■

阪
阻

学校教育目標 （生きる力を育み生き生きと詳＜子ども）や 2 1 世紀の教育にふさわし おおむ 代にあった内容 内容は宰当だが，やや柚 内容が現在の諌琶から
lまずれており再検討を
するべ苦だ

目指す子ども像 （がんばううと励まし合う，なぜかなと考 ＜，子ともたちにとっても であり，盲妥当なところだと思 牽的なのでもう少し異体‥
見る，集中して取り凋む，心と体を扱える）は違切か． 大切な内容だ つ を朋 餉な目標がよい

彗

・ど2
豊

本年度の重点に環境教育を取り上げたのは適切か。 重要な問題であり．重点に 虔点這 1カし他の取相に環境闊程よりもっと大事 環境同等は取り上ける
l捗要はない取り上げたことは大変良い も力苓入れる必要がある な課程がある

2　 教 科 ・ 総 合 的 な 学 習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 トW ・ご．一′

正
瓜
至3

一人ひとりの子どものもつ盾性や可能性を伸ばす学習か震
開されているか。

手どもの能力や実態に即¢
た．それぞれの児童におぅ
た取幼がされている 1

酋

潔

彗歩

もの爽炸に雷
んでいると思

一部の手どもへの配慮lま
る机 全体には不＋分な
ところがある

一人一人の子どもに
あった耳文相がほとんど
できていない

4
学習内容やその定筈について．学校は家庭と連携した取娼
をしているか。

学校からよ＜違絶して＜ ■．′
れ．家庭からの相野も竜＜
対応して＜れている

浸：
匡
・ら
警F′
軌・ざ
・1J－．

捲かあり，家
仁も応じて＜

学校からの遵掩‡まあまり
ないし．学校へ相談する
ことも少ない

学習の状況などの連繊
抜ぽとんとないし，栂 ■
襲名しない

．5
一人一人の子どもが課蓮を追求する捨合釣な学習の時間が
行われ，子ともにその力が育っているか。

子ともは憲欲的に取り組 ：＝
み，課題解決の力が大書く
育っていると想う

・＿■浄

．も鱒
靡

んで学習し．
句力も少し

「 云＝・

楽し＜取り繕んでいるよ
うだ机 学力が＋分育っ
ているとは思わない

手ともの自由に任せ．
学雷になっていないの
ではないか心配である

3　 特　 別　 活　 動 ・ 学　 校　 行　 事　　　　 〉‥j■摂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．：範 終－

≧6 2 学期の学校行事ほ、内容や暗闇等適切であり．子供たら
は憲飲助に取り絹んでいたか．－

それぞれの行事カ†適切であ
喪

寿

おおむね 今年度から変わった点な 内容や時間，期8 など
全体に再考青票するも
のか多い

り子ともたちは恩納 に琴
発に取り組．んでいた

適切

▲■ユ

套の活動も どに，一部再考を要する
ものかあった

．7
搾活動や委員会活動 ・クラフ活動などで．子どもたちは意 大変意欲的で．大いに蒸しおおむね意欲的であり，薫 余り意欲は感じられず． 全＜意欲かな＜．いや

書こ感じていると患う飲助に活動し姦しんでいるか． んでいると患う しく焉勤していると患う 秦しさも瞳じられない

4　　 生　　　　　　 徒　　　　　　　 指　　　　　　　 導

蓋8
H

子ども一人ひとりをしっかり理解し．個に応じた総琶がで 常に子どもの理解に努め．
痘に応じた指導をレてくれ
ている

手どもの轟をよ細 き／対症 全体への気配りか不十分
一人一人の子ともへの
配慮や指導がlまとんど
で書ていないと思う

きている机 しt くれ≡
単幸一

だと思う

・‘g 家晦との連携をはかった取細がで蕃ているかこ‾
家庭訪由等．変種との連携
が十分で．子どものことを
考えたI旨導がされている

ヒ
相
て

が
こ柾左連携窄
ら指導して
■耶■妄；i彗！飽■W ．畔

：とちらかといえば保経書
からぬ苦かけて連携を
因っている ・

学校のみで対応し、家
尾へは報告や蔓旨導かl中
心である。

：10 児童の人権を尊重した教育活動や学級経営かできている
カl。

一人一人を大事にし，人権 指導の仕方には配慮汝匪 一人一人が＋分尊よされ 児童の人権を無視した
梅等があり喝誘だと
寄っている

に配慮した指導かで亭てい
る

いる机‘
がある．

し

ぷ′7

ると己ち

■　■・

ず，．配慮か不十分な納
ずある

1．．．いじめや仲間はずれのない学級作りを重点にした取鯛がで
きている机

いじめや　 仲間はずれか全 　 」遮おおむね，・‥≡■山：・酢 や仲間は仲南はずれやいじめに発 いじめや仲周闇ずれが
見られ．それについて
の対庵か不十分である

＜みられず巣しんlクラスや
学校作りがで書ている ．二

ずれのなけ．
がで書てり・

1学
1■．声

◆ 贋する可能性があり．指
も＋分とは言えない

・ 5　 人　　　　 鱒　　　　　 教　　　　　 育
．J且．．．
■■■・酔■：！

2 子ともたらに人権を尊重する心踊 ってきている机 ＋分に育って章ていると患 おおぢね育っで巷てい呑と 祈 り誓って宅ていない 芸戻き許 て書てい ト

う キ＝　　　　　 ・ 仁率う

6　　 開　　　 か　　　 れ　　　 た　　　 学　　　 校

3 学校情報の発信ができている机
学校便りや学年・学績便
り・懇綴会等で学校の梯子
がよく†）かる

学校便りや学年・学級便り・
悪戯会等で学校の様子がだ
いたいわかる・・・・・．【－・・・

学校の様子は一部のこと
になり．全体的にはあま
りわからない

学校の様子はぽとんど
†〕からない

■モー．

開かれた学校作りができている机
地域の方との交流も活発で，
学校へ気軽に行けるなど．
学校は十分開かれていると
思う

地域
学校
思う

の方と
は開か

申交流も鼻ら丸．
れている方だと　屯．■　■r■【■

どちらかといえば叩かれ
ていないのではないかと
患う ．■．

全＜開かれていないと
思う

し

（その他、ご意見等ありましたらこ転入＜ださい。） －

■■頭．．」■

．頓点に対する選定基準の申から一番合っていると弔う記号を画筈欄にお寺きください。

：二…………≧臨力ありがとうこさい草した。お差し支えなければ，お名前とお子たちの学年・組をお客き　　　の り ・し ：＜だ

・・■ち

ぢ．∵こ■■三，．）
．・年 （　 ）組 （　　　　　　　　 ）

藍　　　　　　 （紙 をこ 哺 りに して・上 の rの りしろ J と合
て くた ミい。）

・息．・こ・．…；・ニ　　　　　　　　　　　　 ‾ 35 ‾
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平成1ら年2月8日発行

京都市立下鴨小学校

l t　　　　　トヲ㌧∵圭亘ル；5hib岬伽‾舶u・eity・蝉○・jp li

【＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿．＿′＿．＿．＿′＿′＿′＿患整地避聖姐
l

参観十葬教会のご出庫　ありがとうございました
謁学年は別月、低学糾2絹と、どちらも大変寒い日と別れたが、緒のご出席をいただ卓、

ぁりがとうござい誌し軋懇散会で私学級や手どもたちの横手一人櫓にやいせ導浄発な詳し合いが

できました。今後の緒動こ生かしていきたいと思っております。
持久走大食　2月2用（釦
先日、r持久走大金にういてお知らせとお頼

いJのプリントを持ち帰うてもらいましたが、

きょうから持久走大封こ向けての朝の清勤「5

分間勅が始まりました○めあてを決めて、持

久走大会に向けて頑張っています。

専攻だよ■り　　2月卑

下　鴫　帯

．…・相由参観日　2月14日く金）・∵1
；この日軋終日蝮漁を公開しています。またl
＝

I

l

林み時間や給食時間の梯子も参観していただく；■
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

：予建をしております。　　　　　　　　　：
l

：ご都合のつかれる時酢こご参観ください。な；

お、5・6枚時は下鴨森を参観していただき■ま宣
l

す。　　　　　　　　　　　　　；

辞しくは、追うてお知らせしますのでご予定；
声　　　　　　●

ください。　　　　　　　　　　　：
▲一＝●＝＝●一‥■－…－■一‥一●一‥…一……‥一一一一

ヨ三な 2 月 行 啓

自噸 6亨　夢　内一恕1

l 土

2 日
1

∂
一月＿鰍走瑚荘射で、川を鮒妻

4 火齢沌ヨ ∴ご‾鱒担げ

5 水＿ー・髄撤Jこ桟小）　　　 ■∴柿餅＿一輝■

6 木

7 金スキー拉＄・8卓．＿

主人づくりフオ∵．ラム′

日

10 昂
m 元建碑帯食、日／大其革駅伝東金
‾12 水ケ打頭　■′伊TA黛釦：囲1＿一鶴紗－1：阻…

18 木

豆金草鞋如て鴫掛軸榔‾牌机午釘柳　　：‥・誰■■

田 土

朝の練習始まるく3日）

田 白

田 月

・ね 火 瞞　　　　　　　 蓼紗■げ1＿＿＿

19 水．・■・寧会潮　　　　　　　 掛 γ帥

20 木 ＿壇丁握棚 覆撼朗

苛l 金．軌放鳥　　　　　 臨調卓絶

盲 妄

由 自，

24 月

26 水 久批恵棚 人穐緒 （き耕 卵 紗 岬ヰ

2＄ 水 畷ラ7■細 （錘兢朝　　　　 ■線帥 ■I一‾帥

2ア 木 にこにこタイム紳 ヲフ◆・掴 グラフ，癒　 ■

28■ 金 ・挿鱒電・

師二こ‾誌鐘で　夢あふれる空同‾
1月糾臼（金）から2摘（水）まで国王農を開催

しており草した。参観日と重ねていましたので多く
のカにご覧いただけたかと思います。

2年生凧あげ大会

アイディアと工夫を凝らした個性農かな作品

がそろいました。多月的塞け∴夢あふれる空間

となりました。

2年生は、ダニヤダニヤ凧を作りて、そこに好きな絵

を措きました。1月1用に賀茂川に行って、・凧をもって

一生懸命走りました．

娩念ながら即欄く、あまり高く上がりませんでした

が、子どもたちはとっても書んでいました。

．●■■●●●●●一●－■－…■－●一…■●●■■■■■■－，■▼▼▼▼▼‾▼

一■■川■■＝…－…－●一……－●‥－●－‥■一一－－J一一川■

rいろんな生き物が身近にいるよJ．こ

中学年普請集会！月路日

を

′くンフレットにまとめ、それを元にして4年生
に発表しました。グループごとにわかれて、・金
鼻が自分の見つけた自然のすばらしさを伝えま
した。4年生も、とても興味深く聞いていまし

た。発表の後、質問をしたり、パンフレットを

庸にとって見せてもらったりして、よい交流の

－－●一●■●■■■－■一－－●一●一●■■▼■●－…●■■●■●

l●＝●■一一－－＝－……●－－－‥－－●－－一一…－■＝…■■［

rやってみたいな　ボランティア」：
4年生下略かがやき学習1月28日：l

本校で臥社会福祉協議会の方を中心にふれ；l

ぁいサロンで、博康すこやかサロンJを開胤＿　　I

されています。その金の代表の生谷さんに
さな親切闇、みんなのやさしさからj rポラ

た
　
　
白

ティアの翰か社会稽祉に‥・jと子ども

に分かりやすく話していただきました。

4年生は、開いかけに括鄭こ答えたり、

ン
ち
　
　
分

の考えを述べたりしました。最後は自分のした

－
∴
試
　
－

脚†二ごごてて一二二ニニ∴－㌻てlrr：・l・二・′－・∵∴ニニ、∵∵‾∴■∴∴言‾
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平成15年度京新玉綿中学校ほ校評彊旛計画】（案）

◆－‾‾－■■■・1！ご－■一－‾一■■■‘叫‘－‾■‾、t一‾‾、■■‾‾l 京都市立洛東中学校

1・目的　　　　　　　＿

教育を行う組錐体としての学校がその機能を甲種虔窯だ転貫いるのかを・教育活動の全分野に（㌢∫

わたって総合的・客観的に評価し・改善策を郡rぞ好を洛乗教育の充実・向上に生かすために行
う。

げ

◆自己評価の目的　　　　　　　　　　　　・・…‥・・‥∴・－・・

①教育改革推進に向けた組織改革につなげてL、㌣ヤギー一己て　F
－　モ聾番覧も至、

②教職員一人ひとりが担う役謝こついて甲責任感や学校運営の主体者であるとの自覚を高める。

③計画・実践・評価1見直しのサイクルを集閤を通もて実施一し．進展状況の把握と修正を迅速に
r・・1　　　　　　　　　　、・　■　＿．．

一　r≦■

．T■　！さ

補償時
＠学校教育邑標を実現する上での課題を焦点イヒし，そ照東野こ向け全校体制で取り組む。

l　　　しuィ　＿ビ、粕

◆外部評価の日的

①子どもの課題をより多面的■具棚に把握する契表邸瞥芸三．′1

②青むべき子ども像を共有し・家庭・地域輝執珊研琴筍高める。

③学校からの情報発信のあり方を見直し・学坤攣鮨頭熱密高める。
④保護者や地域の靡い・期待を把握することを通覧講義驚欝無学校としての責任を明敵こする。

も濱野常葉
2．評価対象

◆教育課程の編成とその実施状況（教育目標，

、．◆校滴分掌や校内研修・研究

◆予算編成や執行．√施設■設備の管理

＿頼鋸勤夢魔繁許諾

教育課程・教科t言草乱
．‾＿⊥　－　‖▲二三±＝二た二±＿■二▲‾■‾一‾■■‾■⊥】■‾　　　⊥二＿．＿．＿

◆家庭・地域や関係諸機関との連携

3．評価方法

特漬など）

ー◆全教蹴員が，評価用故に記名式で記入・提出する㌻で7骨〉《■、‖“■－1’‾2月）

◆教務部が集計籍果をまとめ∴新教育課程委員会で検討和語やn‾こ∴

◆研修会で全教特長が集計結果についての意見交換を行う一章議墟鮎ヂ即
◆分掌部会，運営委員会，新教育課程委員会などが関儀姦轟部分愚検討l

校長に提缶する。

◆職員会議で検討し共通理解を図る。（9月・3月）‾ル‾TでT「㌣サ仙

4．評価票について…別紙参照

5．評価の表記方法にういて

挽鰍

濫鮎騒音≠

‥‥－～古．ミ主’＼．、

桶蘭描躇射

‾一‥；．：－：

◆次の基準によって，評価桶に4～1までの数字を記入す竃言■甜h■細－‾叫仙■・‾

4…できている

3…どちらかといえばできている

2…どちらかといえばできていない

ト‥できていない

∴ミヂ．・「・・；毒エこ！常坤・　∴・．．J

轟■・肯葺牒滴絹針雄渾灘照
＼

ー1－

改善策などをまとめて



6．年間予定について

月 、学校評価に関連する取組 ． ■′校内体制 情報発信に関する取組

報だよ紬新・HP （搾だより・肺事）¢抒

学業参観 ノ

報だよ如酪 HP く鞘だよ＝ 絹）・碩簑

麺業参観

鞘だよ明廟 ・HP‾（翔だより・・師事）碩豪

日曜参観

報だよ鵬 市・HP （報だよ＝ 絹）の璃

地域懇談会

†生鮒ナ桝 ・‾よ減封鮒桝 の岩の公姜

報だよ抽斬・HP （報だより・＿月綿）の劫

搾だよりの新 ・HP （鞘だよ＝ 締）の癖

‥報だよ射場帯・HP （報だよ＝ 絹）の翰

4 ■月

学校教育目標の共通痩解 ・ 職員会轟

生徒向け子沖づめ実施 （教育相談） 各学級担 任

名 分掌め基恵方強め検討★作成 争分掌部会

5 カ

客分革め塞寒方針の共通理解 廠 修会

各分掌の基本方針の決定 ・職員会議‾

6 月

評価項目め修正 （必要に応 じて） 運営委貴 会

曝護者向けア沖－トの実施（日曜参観）

※外部評価項目の草案 管垣級 ・教務部

7 月

学校評価の実施 く1 回目） 取邑会議

※外部評価項目（暫定版）の検討－、 運筆委員会

評価票の集計 ・分析 魯理准 ■・－ゝ教務部

8 月 評価票集計結果にういての共通理解 軍季研修会

各分掌 ごとの改善策の検討 各分掌部会

9 月

各分掌ごとの改善策の提案 職員会議

10 月

生徒向けアンケ斗の実施（教育相談） 各学級担任

評価項目の修正 （必要に応 じて） 運営委員会

学外部評価 （暫定版）め実施 管理職

11月 ※外部評価 （暫定版）のまとめ 管理吸 ・教務部

学校評価の実施 （2 回 目） 職員会誌

1．2月

評価票の集計 ・分析 管理職 ・教務部 報だよりの析 ・HP（報だより・肺事）の甜

※外部評価項 目（決定版）の検討 運営委員会

1 月

学校だより（ほ行・HP （報だより・月締）の翰

評価菓集計結果についての研修会

※外部評価項目（決 定版）の共通理解

研修会

‾　2 月 各分掌ごとの改善策の検討 各分掌部会 報だよ珊斬 ・HP （幣だより・師事）の更新

年度末反省 ・次年度の方針確認 各分掌部会

3 月

次年度の評価項目の最終確認 運営委員会 報だよ紬析・HP （報だより・派手）の請

次年度の学校数盲目標の検討 管理職

次年度の方針確認 ・共通理解 職員会．議

※外部評価については，平成15年度は学校評議員・PTA役員レベルで実施し，

平成16年度より本格的に実施する方向で進めていく

－2－

平成14年度京都輯鵜忠勝、【学柵疇J頂）
怒瓢簿竃靡膵臓

実施日　年　月 日　崩〟√ヱ

†1ぅ　　　　　　　　　　　　　　　ーヤー■て㌃－エ、

◆次の基準によって，評価欄ヒ4れふまでの数字を記入じ七ください

4…できてLlる　　3…どちらかといえば嶺硝潮流淵瞥：どちら佃通商融・・　トできていない

囁1・鵡髄斬蟻瀞

1 ・ 教 育 課 程 の 車 庫 藍 染 料 ；濁 す る 自 己 評 価 ■・．；．■

紺 地 観 点 観 点 （全 体 ・ど じ ぞ 準 領 海 賀 宜 して ・生 徒 の 挙 手 ） 評 廠 番号

ロ

学

実 意 把 握 全

体

子 ど も や ■地 域 の 実 態 を 十 分 把 握 しァ 子 ど も め よ さや 個 性 を 生 か す 内 ロ
容 に な っ て い ま す か ■＝、′キミ磯 部 灘 轡 ∵シ■ニ　　　　 」、■√■■ご

教

職

教 育 訂 梼 の 設 定 理 由－． 内 容 を 十 分 に 共 通 理 解 して い ま す か
1 2

校

■敦 ‾ 重 点 目 標 全

体

学 校 教 育 眉 様 に 即 し た 内 容 ・．．†わ か ．．怯 帰 す い表 現 に な っ て ■い ま す か 3
育

日設 教

鞍

重 点 目標 の 設 定 理 由 ． 内 容 につ い て 共 通 理 解 し て い ま す か 4
標 定

の と

実

現

学 年 ・

学 故 冒棲

全

確

芸 笠 警 書 芸 雷 芸 ≡ ヲ … 冨 認 諾 戯 監 ≡こも の と な って い ま す か

な っ て い ま す か

5

教

職

学 年 ・学 級 目標 を ふ ま え た 経 営 養 や 指 導 計‡画 を 編 成 して い ま す か 6
、購 靭 嘲 憾 翻 齢 ・

2

教

科

の

指

導

年 周 指 導 計 画 全

体

指 導 眉 標 ・内 容 ・時 期 は学 蜜 指 導書 領 の鹿 砦 を 実 現 す る 計 画 に な っ て 7
実 施 計 画 い ま す か　　　　　 ・・・・・一閻 魔顔 掃除 ・曇

教
強

指 導 目 標 ・内 容 ・時 期 等 を 共 遭 壇 隠 旗

か －、“■　　　　 ■■…巾：「M■■リ■や 懸 軍時 酌 ■■・■
福一・√i計 画 を 作 成 して い ま す 8

・、ゝ　■・ll

基 礎 基 本 の

内 容 の 徹 底

全

体

生 き る 力 に つ な が る基 礎 基 本 の照 汐 語 ・讃 鮎

＋セ＋

明 確 に な っ て い ま す か
顎

9

教

聴

毛　　　　ご．も ■　¶■■■　． 10

生

徒

一 人 ひ と りの 子 ど も に 基 礎 基 本 の 内 容 批 ∴管二、　　　　　　　㌢ 繹 認 隠 一二】配

摘
付 い て い ま す か

■・迅・■丁㌦■

皿

指 導 法 の 全

体

一 人 ひ と りの 子 ど も の も つ 個 性 や 頑 健 鵬 ≠． ・■■■■』 12
エ 夫 1 す か

教

頻

子 ど もの 実 態 に あ っ た 体 験 的 な 清 野 を 計 薗 ℃ ㌍海 味 e 七 い ま す か

鴎瀦■■鮎旛 ・警∴．－；・・ン
13

生

痍

一 人 ひ と りの 子 ど も が 自 ら進 ん で 意 廠 軸 ご　　　　　　　．．盈ふ・・惣・㍗単

lサー

■践 ・薫施 実 感 を 味 わ っ て

櫨瑞 ・：ニ■：■法・wて這■：：
1ヰ

指 導 法 の 全

体

一 人 ひ と りの 子 ど も に 基 礎 的 基 本 的 な 内 蓉 い舶 、 、■■ 1 5

エ 夫 2

教

職

生

鍵 ■

子 ど も の 問 題 解 決 に 向 け た 考 え を 大 切 に しま　　　　　　　　　　ぺず務∴守 強 を 行 っ て い ます か 1 6

方 法 を エ 失 しな が ら 問 題 解 決 に 向 け て 学 晋 ．し て・↓ まヽ す か 1 7



剤梯象 観点 視点 （全体と して ・敦騎兵として∴生徒め様子） 評価－寺号

：3

逼 ．

年間指導計画 全

体－

自壊 ・内容 ・時鶏は子どもの実態を痙まえ，・・車専車重要領の趣旨を実 摘 ＿・

実施計画 現する許否引こなっ＿ていますか ▲■

簸

職

指導目．革 ‾‘内容 ‘・時期等を教職員は共遍理解 し年間嶺専計画を作成 し 柑‖

葡

の ■

ていますか　　　　　　　　 、．＿

重かな体験 を 全

体

子 どもの嬢 々な体験を生か した揖革鱒東夷桓向け∴家慶や地域の協力 20

持

専一

通‾した道徳性

の育成

を轟ていますか

薮

職

望ま しい道徳性を育てるためIこ，豊かな体験が大切であることを共通 21

理解 して∴し†暮すか ㌻　　　　　　 ＿＿．J＿＿＿

生

徒

体革草生か．Jした畠痙わ襲撃に子ど車疎意嶽鱒 言取 り組んでいますか ′ 22

道徳的価値の 全

体■

痘痘的価値の自覚を喪める指導の充実た向け ／屠 庭 ・嘩域の協力を得 23

自覚を深める

指導

て．L†表すか

教

職

道徳的価値め自筆を深める指導を充実する創意 ・エ夫を行っています 24

か　　　　　　 ■∧＋■＝卜

生

徒

・子どもが，道徳の時間に自分のもつ価噂を振 り返る取鱒をしてL・、ます 2S ．

か

道徳的実践力 全

体

道徳教育全体の東和を図りなが ら道徳的実践力を高める指導をしてい 写¢

の育成 ・実践

を促す指導

事すか

敦

晩

道徳実践を促す指導を教育活動のなかで位置付 ナていますか ■27

生

徒

子どもに，道徳的心情や判断力等が育ち．－：こ凄 徳野乗践力が身た付しi千 ・＿‾衰．

きていますか
‾年

特

年間指導計画 全

体・

指導目標 一内容 ・時期iま子どもの実態を踏まえ．学習指導要領の趣旨 29

実施計画‾ ‾．を実現する計画にな っています軒 二

敦

吸

指導層摸 ・内容 ・時知等を教政畠は共準痩解し車間海導計画を作成し ・3q

別

浩

ていますか

僻性やよさを－一全

体

個性や可能性を生か した活動の恵暮■を痩解 しこて家庭や地域の理解を得－ 31‾‾‾l

動

の

生か■した指導

の展開

る取組を進めていますか

教

鞍

子どもが個性や可能性を発揮するのにふさわ ししi支援を行い，その活 32

一指

導

動を積極的に評価 していますか －－．∵－

生

徒－．

活動をとおして自尊感情 を高めるとともに，友だちのよさを認めよう 33‾

と した りする姿勢が育 っていますか

点主的＿＿・実践 ＿室

体

畠皇血 ！＿＿実践的な活動の場を確保ムー，－－－一語劫の成果を家庭や埠域にも知 ＿＿34∴＿

的な態度の育

成

　　 ■▲与せていますか

教

嘩

子 どもの 自主由 一実践的な活動に対 して．関心 ・意欲を重視 した適切 罰＝

森支援を行っていますか

生■

徒

子 ども底集団の一員としての自覚を持ち．意欲由に課題壷解決 しよう 36

と・して二L．1草すか

体験申な活動 全

体

年間碍専計画や毎時の指導に体験的な活動 を悪函申年取 り入れよ うと 37

の重視 していますか

教

】敵

体験的な活動を取 り入れ ることを教職員は共通鐘廃 していますか 38

生

徒

39一人ひとりの子どもは，体験的な恵動を通して充衰惑や成就感を味わ

っていますか

胡椒 ■≠i三　－ 視点 （全体として ・・準職員とし子 ・生徒の様子） 評価　 醗
‾‾苧．‾

総

年間指導計画 垂

鱒

学習指導要領の趣旨を生か し∴手どもの発達段階にあった綾導計画に 40
‾・なっていますか ∴‾

撃

凝＿

子 どもや奥味＿・関心 ・ねがいや地域の教育撃落等 を生か した指導醜画 41
一号

鱒 、

な

．学

を共遷理解していますか

生

徒

子ども′の興味 ・関心 ・．ねがいを生か した括等計画になっていますか ＿　ヰ2

指導の 雀

体

各教科七培われた基礎基本の内容 をもとに∴ 争与評翠を見つけ考え． ヰ3
＿習 ＿

の－■＿＿

＿＿一土失 1－　－ 解決する資質や強力 を育でる考軌を行っ七い衷懐か‡・－－

教

嘩

地域や学校，‾子 どもの喪麓を恕まえ，創意工夫を生か した教育活動に 44

時‾．

間

努力 していますか

荷導の　エ夫2 全

体

子羊もの無味 十腐心を生か し，問題解決的な挙動 こなっていますか 45

教

壌

子どもの意欲を高め間遠解決的な学習になるよ＿う支援－していますか 48

生

徒

子 ども自らが．哀歓由た障昔解決 を図る学曹■とならていますか■ 47

6 ■

選

年間指導計画 ■全 子 どもの興味 ・幽か ．ねがいを生か した年取帯革計酎 こなうて．います 48

俸‾・か

・勢

嘘

逮択履修の幅の拡大が歯ちれ，・適切な選択教科の綾轟を痘痕していま 49

択

雇

．修 一

すか

高専のエ夫 ‾全

体

子 どもの個性やねがいが生か ぎれる指導のエ東 がき瓢箪いますか、 50

教

領

子 どもの個性やねがい力強 きる藤森の羊夫につi－での井草理時折殴 ら 51
れ ていますか

塵

徒

子どもは・琴択授集に？いて意欲的樗教場報御上充実感・を痍わっ・てい 52

ますか

7

同

年間指導計画‾

実施計画

‾舎 ‾

体

日常 ∴内容 ∴時廟■軒 ‾‾享 どもあ華麗 を蕗衰ぇた計画になっていますか 53

数

職

目標 ・内容 ・時期等を教職 員は共通理解L ‡i；・／年前鮨垂計画を拒成 して 54

■＿‾和 ‾

人

権

います か‾‾‾

＝＝　一　三　■＝■ 全

体

学校数青 草榛に斡 した内容 ・わか・りやすわ表現にな＿？ていますか＿ 55

重点 巨標の設定理由∴内容につ‾いで共通理解七て い雷すか ‾こ‾‾‾‾ 56－一教 －
育

「数－

嘩
人嘩尊重の清

神を育七∵る指

専の最開…．

全

掩

学校薮育全般を遺して．人権尊重の搭称を育でる鱒導をしていますか 57

教

職

人権尊重の精神を育てる指導を．・教育活動のなかで位置付けています 5名

か

生

徒

手どもに人権尊重の精神が育ち∴同和1 人種間彦を 「自分自身に関わ 59
る問題J と’してとらえる態度が身に付いてきていますか

8 年間■指導計画 全

体

専攻の特色■・・地域の特色を考慮 し∴子どもが興味 ・関心 をもち，積極 60

学行

枝幸

的に参加す る年間指導計画になっていますか

教

職

子・ども ・地域の実態から自主的 ・実践的な活動について共通理解 して 61

いますか



評鮒象 観点 視点 （全体として ・教職員として ・生徒の様子） 評価 鰐

8

学行

実施の状況 全

体

学校の特性や地域め特色を生か して学校行事が実施されていますか

※注

行事案施敦

准

子どもたちが興味 ・関心をもち積癌的に参加できるよう適切寧指導が

枝幸 行われていますか ごとに評

価する生

徒 －

子 どもは学校行事に興味 ・関心 をもって，積極貞引こ参加 していますか

9

生

生徒指導の 全

体

学年相互 ・学級相互に密接な連携を保ち，早斯課題解決のための校内 62

充実 － 体制が確立 されでいますか

敦

載

子どもの立場に立って子どもに接する取組の意義 ・内容ヒついて共通 63

徒

措

導

進

路

理解 していますか

生

徒

子どもは教職員に．気軽に相談 していますか 64

連携 全

体

校外における専門的な教育機関や他校種等と連携を圃 りなが ら子 ども 85

理解を深めていますふ

教

職

家庭 ・地域との連携を図りなが ら，一人ひと りの実態をふまえた指導 66

指

導

を行っていますか

生

硬

担任¢側にも∴相談 していますか 67

進路指導 全

体

進路指導の系統的な指導を進める校内体鱒が確立されていますか 88

教

鱒

子ども ・家庭の理解 を図りながら進藤指導に当七 っていますか 69

生

徒

子どもは，自分の個性を発揮し．・自己実現への意欲を示していますか 70

1 0

評

価

衰施の方法 全

体

評価の在り方が共通理解され，教育濱勃全般について評価が行われ， 了1

次の計画に生か していますか

教

職

評価の観点や基準を共通理解 していますか ‾ 72

生

徒

子どもは，評価が励みになっていますか － 73

1 1

特

、色

あ

る

教

育

活

動

年間実施計画 全

体

子 どもたちの実態や地域の特色をふまえた年間指導計画になっていま

※注

詳細が決

定後，評

価項目に

いれる

すか

敦

蹴

子 どもたちの実態や地域の特色について共通理解していますか

生

徒

子どもの実態にあった指導計画になっていますか

指導の充実 全

体

子どもたちの実態や地域の特色等を生か した内容の重点化が囲られて

いますか

教

頻

地域の特色を生か した活動 を意囲的に取 り入れた指導を行っています

か

生

徒

子どもは，特色ある取掛 こついて理解 し積極的に参加 していますか

2・教育課程の編成と実施を支ぇる諸条件に関する自己評価

紺地 観点 視点雄全体とし葡・愛敬隠鼻 として） 評価 番号

ロ

経

経営方針 全

体

経営方針が，教育活動に反映馳 一霹蘇ビもの姿に変容がみられますか 74

教

薇′

一教育 目■凛達成のための方策を燕逐理解鮎㌣その達成に向けお互 いに協 75

営

組

∴織

カ していますか　　　　　　　 勘㌣・甘・

倭 務分掌 1 全 教育課題の解決た向け分掌内容が明確化薄れ 具体的な活動にな って 76

体 いますか　　　　　　　　 も・・1■：㌻：．レ．1・三≡∴撒

教 各分掌の役割を理解し，1 そⅥ遂行に執I杭 慮■欲的に取 り組んでいます 77

聴 か

校務分葦 2 全

鱒

教育課憲 を解決するため組織的に楔鹿野紅 いますか 78

数

職

各分掌ゐ遂行に当たって教職員相避難漣瀦離胡整を囲っていますか 了9

学年 全 教育目標に基づき．子どもの寮態にあ 餓 祭年 ・■学級経営になってい 8、0

学級経営 体 ますか

敦 教員と子どもたちの関凰 苓∵賞も患…棚 茸戯関係を把握 し，随時，学 81

聴 年学級経営について見直 しな声ミら問題解決に努めていますか

各種会議

委員会

全

体

情報交換と課題検討の場と・してナ・橋働腫機能賑甘いますか 82

教 委員会 ・部会の目的 ・性格が教蹴鼻は共通理解＝され，相互の連結 ・．訴 83

擬 整が図られていますか

2

研

校内 全 研究 ・研修のね らいや方法を明敵 ＝干しで研究液動に取り組んでいます 84

体 か ・研究や研修の組織が確立 しており・，1．計画的に実施されていますか

教 学 校内で他の教職烏の授業をみる二機会が多く庫デ捜業法について検討す 85

究

研

修

蹴 る機会を積極的に琴け，子どもの学習に反映 していますか

校外 全 校外での研究 ・研修が計画的杷筆施療轍 警自J旋の研究に反映させ てい 86

体 ますか　　　　　　　　　　 ・・・竹上∵しパ・・H星・㌻・招軒畢‾鰍．〆・11▲

教 校外における研究会や研修会に積極的粍参加軋㍗偏嘩 力と実践力の向 87

隠 上に努めていますか　　　　　　　　　 ■・才・1長．・・・　 旬

3

開

家庭 ・地域 全 子どもの課題 を共有するため，校内体制■を整湿さ、蒜組織的に 「学校 を開

※注

詳細が決

体 く」取組を進めていますか

教 家庭 －・地域の連携の意義を共通理解 し十横棒的に家庭 ・地域にかかわ

か

れ

た

学

職 っていますか 定後，評

価項目に

いれる

評議員 全

体

評議員の意見を共通理解し，積極的に活かそ語七■■していますか　　　　　　　　　J．了■′l■

教 評議員の意見を，積極的に自己の取組に清かぞ う…．′と．・していますか

校 職 で■・緋■芝■≡二慧・閻・・：〔・■き・．・鋸・．．ヨ；J・－　　　　1■‾ヽ∵∴■

他校種 全 子どもの理解を深めるため，他の校種■との 連揚が計画的に図られてい

体 哀すか

数 他の校種との連換についての必要性を共通痩解 し．・ト積極的な連携に努

牲 めていますか

他機関 全 子どもの実態 ・課題把握と課題解決に向け・∴・関係諸機関との連携を図

体 っていますか

教 関係諸機 関との連携を図 るための情報交換の方法について共通理解

職 し．積極的に活用していますか



謝塘 鱒点 視点 ＋（全体として・教職員として） 評飯 鰐 －

4 ＿
衰

庭

6

全

体

‾琴庭の果たすべき役割と課題につし＿iての共通唾解が由られていますか 88

教

職

個々の家庭の教育上め琴海を把握し∴親との話込みを行っていますか 1的－

全 子ども七ちの課題を説明し，その課題に同鱒た家庭の役割を提案して 鱒＿三

の

勘

体 いますか

敦 保護者がP T A 活動や地域め活動に由力するよう働きかけをしていま 田

き

か

け

隕 すか

全
体

P T A とともに家庭教育を高める取組を革めています朴 9・草′＝

琴 家庭学習や読書の軍使が定着するよう具体的奉諾意碍奉を行っていま 83‾

職・すか

教

吸

r基本的生活晋軌 が定着するよう親との話込みを行ってし＿、‾ますか 9ヰ

5
地

域
巳

全

体

‾地域の果たすべき役割と課題についての葬準理解が図られてし1ますか 95

全

体

学校と地域が連携し．‾子育ての支援が広がる取組ができてこいますか 9年‾、

全‾子どもと大人がふれあう一環としての地域行事の夷施を提奏しています 如

の

働

体 か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 r．

教 保護者や地域の方が地域行事に積極的協力するよ・う働きかけでいます 粥

き

か

け

強 か
全

体

子どもが企画・運営から地域行事に参加する扶i 樫案－してい草すか ．＿99、

教 子どもが進んで地域での頴勃に参加する意義を理解しト地域が家庭や 1偶

吸 子どもへ働きかけるよう働きかけてい事すか，
－6 予算編成－－ 全 前年度の予算執行の評価が，今年度の年間執行計画の重奏に活かしで －1鋸－■－

出

納

経

および執行 体 い草すか

教 予算め集成や執行について共通理解が図られ，適切に処理されていま 102

敬一すか－

全 教育目壕達成のため．予算編成や執行が計画的・的確にできています 103

理 体 か

ラ

施

校舎 ＿ 全 学習効果を高めるための視点から吏どもが活凰しや辛いよう＿配慮して ＿＿184＿

体 いますか

敦・教職員がそれぞれ役割分担し，効果的に活用するとともに日常的に点 105

設

設
ー備

戦 検し．＿連正な管替をしてい＿ますか

全

休

地域にも稜権的に活用されるよう．配慮してい車すか′ 106

教材・教具 牟 各教科の指ヰ計画に基づいて，教材 ・教具を有効・適切に整備・管理 107

体 ・活用していますか

敦
醜

教職員が役割分担し．協力して整備・管理に当たっていますか 108

淘娩 観点■ 視点 （保護者として・地底および学校評議員として）■ ・評価 番号

ロ

学

設定 捧

・泰

学校数専一日一模鱒∴子ともや保護者の担がい草野衰えたもの七なっでい
紘 一－

一球

撼

撞醸療育早静ま．子どもや∴埠痍のねがいを踏まえたものとなってい

校
■感

育

月

る・＿ニ　　　　　　　　　　　　　 メ■hご

実態‾・ 壌

渾

学級・学年自壊吼 享どもの奏意を革まえたものたなっている

一重線は‾　教育方針をわかりやすく畠え七いる ＿

操 ■‾

頑
痍

孝枝は∴教育方針をわかりやすく卑えている　　　　　　，■ヰ

－2

呑
■‾‾教．

∴科

■道－．

徳

●′
特‾

■別
活

′郵

・総
合

的

な

学

督

の
」時＿＿

閤

串奉 準
凄

考

子ギもは∴毎払鼓しく学校六綜亭吏¢二1・■る∴　　　　　　ナ㌧戸イ　　　　　　て′てす1て■

妻どもは，授業が等しくわ村輿車中・と言っれ †る

生綾
哀

草

．者

子ぞもは学級は廃しい・と書っ＿てい阜

ネギもに吼 件のいい友達がも†る ＿・

子どもには，相承できる先生がいる

埠

犠．

手どもは，地域で多くの友たちと活勤したり，遊んだ．りしている

道徳 凛

護

子どもは．進んであいさつが出来る

地子どもは∴積極的岸あいさうをしたり．，礼儀正しい感度がとれる

絵合 廃
謹

子どもは申分で訴ぺたり，恕ヰ強く同率を解決したりし＿ようと・し七い

る
一重

蝮

子ども駄一自分で進んで訴べたサ；学管したりしている－－－－－－一ニー

特活 卑 子どもは．進んで学級や係の仕事草している

華

域

子どもは，進んでボランティア活動をしている

3

特－

色

あ

る

取

組

実態 保

護‾

子どもたちや地域の実感をふ亭えた藤色ある取組をすすめている

地

甥

子どもたちや地域の実態をふまえた特色ある敬紐をすすめている



評瘡糠 観点 視点 （保護者 として ・地域‾ぉよび学校評議員として）、 評価 拷

4

鱒

簸

と

畢

営

実態 保 ・

護

者

教職員は，子どもと一緒たよ く夢郵 している

子 どもにわか りやす い，エ禾 した授業が行われている

地

域

教職員は，子 どもと＋終にき＿く潅勤 しt いる

子どもは元気よ‾く授業に参加 している　 ‾

観象 焦

筆

敦酸鼻間の連携がよくとれている

5

開

か

れ

た

学

校

実態

保

革

者

学校だよりや学年－・学級だよりで学校のことがよくわかる

授業参観 ・懇談会の開催 隕 適当である 、

学校には，気軽 に相談できる先生がいる

教職員は家庭訪問や地域の行事に続極的に参加 している

地

域

学校だより等で学校の取組がよ くわかる

学校は．学校参観をよく設けている

学掛 こは．行きやすい雰囲気がある

教職展は，地域行事に積極的＿に参加 している

6

施

設

設

備

実態 保

護

者

学校は．事故防止等安全によく配慮している

施設 ・設備は整理 ・整頓されている

地

域

学校は，子どもの安全についてよく把握 している

施設 ・設備は，よく整理 ・整頓されてい＿る

7

評

価

保

護

者

通知票は，子どもの個性や努力がわか りやす く記述されている

通知票は．子 どもの学習状況や達成度がわかりやす く記述 されている

■■■‾た鶉　　毒

・↑・t・・r 観点‾ 視点 イ保護者としぞ ■■ゴ㌢地域漕ぎび学校評議鼻として） 評価 拷

8

家

庭

地

域

の

役 ・

割

活動 保 地域でめ活動に子 どもたちと参加．している …M－、

護、

者

－′サー‾ て・一票∴ 態 ・澄 ♪∵　　．．ト■衷

P T ＿A 活動や地域での活動に進毒で参粧 i肌協 力している

地

．域

地鱒での行事により一多くの子どもや埠域¢方が参加できるよう土臭を

している

学校数育活動や地域行事に抱 擁 麺 加 ＝i協 力 している

子膏て

保

護

盲

家庭学習や読書の習債が身に付 くよ：うな環境づくりた努めている

子どもとのふれあいや対話を持つよう努力している

†基本的生活習軌 が身に付 く■■ま うた努労 してい る

家族で家庭の役割を決めている

地

域

子どものいる家庭へ続麺的に声かけをするなど地域全体で子育てを支

えている

子 どもたちの健全育成を邑指 してt　あいさつや声かけを地域ですすめ

ている

連携 保 授集参観や懇談会‾に参加 している。学校の教育方針 ・目的を理解 し卜

護 家庭の教育をすすめている



彗

…

捌

損

即

日
Ⅲ
川
川
闇
闇
緋
闘
闘
眺
輌
机
靴
購
紺
紺
仰
描
拙
闘
灘
粧
柚
闘
帖
鮒
拙
町
山
勘
〓
m
射
m
…
侶
旧
勘
侶
削
り
・
い
・

l自分の出した評鮎に対して，覿および改鞍を持っておられる方は記札て〈ださい

評鵬毒評価封－－　　 ・・・・・・意見－お‾∴よ－■－ぴ－■改号 熟

ヽ

学校評価票に関するアンケート

（1）評価項目の中で，意味的弼にくい郎があれーぱ／その事専を記入してください。

（2）評価項目の中で，書きにくい藩価しにくい）項目ボあれば．その番号を記入してください。

＝　∪
（3）評価項目の中で，不渡だと触れる項目があればトごそ四声を臥してください。

「「「1　「1　＝
（4）評価項目の中に．追加ほ酌がよいと思われる項目が哀れば，記入してください。

仁、－・

（5）その他．報詳解に凱て¢ご意見・紐があれば．臥してください。

－13－



平成14年度踊市立洛真申学校【学校評価票・洛輔】（案）

実施日　年　月　日　氏名

◆次の基準によって．評価欄に4一｝1までの数字を記入してください

4…できて摘　　　　3・・・どちらかとい克ぽできて摘　　　2…どちらかといえばできていない　　　1…できていない

1．教育課程め編成と実施に関する自己評価

剤捕家 観 点 視 点 （全 体 と して ・傭 人 と して ・生 徒の 様子 ） 評価 辞

ロ 実 態把 握 全

体

子 ど もや ・地 域の 実態 を十分 把握 し，・子 どもの よ さや個性 を生か す内 ■

学

校 の

教 設

育 定

容 にな って いま すか

重 点 目標 個

人

重 点 目棲 の 設定理 由 ，内容 につ いて共 通理 解 してい ますか 2

学 年 ・ 全

体

学校 教 育 目標の実 現 に向 けた課題 を具 体化 したもの とな ってい ますか 3

目 と

標 夷

現

学 級 目標 ． 学 年 ・学級 目標 は，子 どもが実践 可能 な 内容 にな ってい ますか

個

人

学 年 ・学級 目標 をふ ま えた経営 案や指 導計 画 を編成 して います か 4

2 年 間指 導計 画 侶

人

指 導 目棲 ・内容 ・時 期等 を共通理 解 し年 間指 導計画 を作成 して います 5

敬

科

の

指

導

実 施計 画 か

基 礎基 本の

内容 の徹 底

個

人

生 き る 力につ なが る基礎基 本の 内容 の指 導が ，明確 に なって いますか 6

生

徒

一 人 ひ と りの子 どもに基礎 基本 の内 容が ．身 ヒ付 いて います か 7

指導 法の 個 一 人 ひ と りの 子 どもの もつ個性 や可 能性 を伸 ばす 学習 を展開 して いま 8

エ夫 1 人 すか

指導 法 の　エ夫 2 個

人

一人 ひ と りの 子 どもに基 礎的基 本的 な 内容の 徹底 が図 られ ています か 9

3 年 間指 導計 画 個 指導 目標 ・内容 ・時期 等 を教職 員 は共 通理 解 し年間指 導計画 を作 成 し 10

道

徳

実 施計 画 人 て いま すか

道 徳 的価値 の 個 道徳 的 価値 の 自覚 を深め る指 導 を充実 す る創意 ・エ 夫 を行 って います 皿

の

持

自覚を深める添書 人 か

道徳 的実践 力 生

徒

子 どもに　 道 徳的心 情や判 断力 等が 育 ち．道 徳的実 践 力が身 に付い て 12

導 縮 か 実鋸 肘 朋 きて いま すか

獅槻 観点 視 点 （全体 と して ・個人 と して ・生 徒の 様子 ） 評 価 琴

4 年間 指導計 画 個 指導 目標 ・内容 ・時期 等 を教鞍 員は共 通準備 し年 間 指導 計画 を作成 し 13

特

別

実施 計画 人 て いますか

個 性 やよ さを 全 個 性や 可能 性 を生 か した活 動の意 義 を理 解し　 家 庭や 地域 の理 解 を得 一丁ヰ

活

動

生れ た給導の‾展屈 体 る取組 を進 めて います か

自主 的実鹿 的 全 自主 的 ・実 践的 な活動 の場 を確保 し　 活 動の 成果 を 家庭 や地域 に も知 15

の

持

導 ．

な態度 の育 成 体 らせ ていま すか

体 験 的な活 動

の重視

膚

人

体 験的 な活 動 を取 り入 れ るこ とを教 聴 員は共 通理 解 して いま すか 1＄

5 年 間指 導計画 億 子 どもの興味 ・関 心 ・ね が いや地域 の教育 費 濃等 を生 か した指 導計画 1了

絵 学

合 習

人 を共通理 解 してい ます か

手旨導の 全 各教 科 で培わ れた基 礎基 本の 内容 をも とた ，こ・自 ら課題 を見 つ け考 え， 18

的 ゐ

な時

間

エ夫 1

指 導？

エ 夫 2

体 解 決す る資質 や能 力 を育 て る活動 を行 ってい ます か

生

硬

子 ど も自 らが ，意欲 的 に問題解 決 を図る学 習 とな って い ますか 19

6 年 間指導 計画 全 子 どもの興 味 ・関心 ・ね がい を生か した年間 痛等 計 画 にな って います 20

選

択 履

体 か

指導 のエ 夫 生 子 どもは ．選 択授業 に ついて意 欲的 に取■サ組 み ∴ 充実 感 を味わ って い 2 †

修 徒 ます か

7

同

和 人

権

敦

年 間指導 計画

実施 計画

全

体

邑標 ・内容 ・時 期は ，子 どもの 芙蓉 を踏 東え た計画 に な ってい ますか 22

人権 尊重 の精

神 を育て る持

導の 展開

全

体

学校 教育 全般 を通 して．人 権尊 重の精 神 を育 で る指 導 を してい ますか 23

個 人権尊 重の 清神 を育 て る指 導 を，教 育活動 のな か で位置 付 けて います 24

育 人 か

8 年間 指導計 画 全 学校 の特色 ・地域 の特 色 を考慮 し，■子 ど もが興 味 ・関心 をもち ，積極 25

報 碍 体 的 に参加 す る年間指 導計画 に なって います か

9 生徒指 導の 全 学年相 互 ・学級相 互 に密接 な連携 を保 ち，早 期課 題 解決 の ための 校内 26

生

徒 進

充実 体 体制 が確立 され てい ますか

連携 全 校外 にお け る専 門的 な教育 機関 や他校 種等 と連 換 を図 りなが ら子 ど も 2了

指 路

導 指

琴

体 理解 を深 めて います か

進路指 導 全

体

進路指 導の 系統 的な指 導 を進め る校 内体制 が確立 され てい ます か 28

1 0 実施 の方法 全 評価 の在 り方が 共通理 解 され．教 育活 動全般 に つ い七評 価が 行われ ， 29

評

価

休 次の計 画 に生か して います か

盾

人

評価の 観点 や基準 を共 通理 解 してい ますか 30

生

徒

子 どもは． 評価 が励み に な って います か 31



由娘 観点 視点 （全体として・億人としで）‾ 率師∵鶴

g

鹿

料

銀

経営方針 全－教育目壕の達成笹岡け，お互しり与協力し七い草すか ・■32

体

校務分掌 億 各分葦．・（各種会議一委員会）の役割を理解し，そぬ速毎に向けて意欲 凶

人 的に取り一組んでいますか
鹿 冬分掌 （各種会議・」季長会）の目的十性格が教職異に共通蜜解され， 3仕

織 人 相互の連絡■訴整が図られてい妻すか

学年 全 教育冒閏こ基づき，子どもの裏革にあうた学年－・学鱒経営に奪ってい 套5

学級経営 体 ますか

2 校内 ・ 全－研究一研修のねらいや方法を明確にしモ療牽串覿に卸纏牲 でいます 36

函

究

研

嘩 か・・研究や研修の癖鱒鱒確立し亨お－り，計車痴亘葬鱒されでい草すかこ

個 学校内で他の教塀員の授業をみる機会が多く．＿∴痩業法にごっいて検討す 辺

人 争鱒華を稜極的た封ナ，子どもの草野＿手厚挫卜車－も嫁すか ‾・

校外 由 校外における＿研究会や研修会に療極的に拳掬し∴痛率カと実践力ゐ向 ・±さ・－

修 人 上に努めていますか

3 全 子どもたち鱒課題を説明し，その課題た向けた義盛の役郵を提象しマ 辺

書か¢

鮨紺

体 いますか－

慮 家庭学習や読書の習煩が晃着するよう鼻特約寧課題凄起を行っていま－ ヰ○′

人 すか

4
如

場き帥

全

体

地域の果たすべき役割と課為についてや共通理解が図られていますか ヰ1

全

体

学校と地域が違捜し，子育ての支援が広がる取組ができていますか 42

畠 予算編成　 ＿．＿＿全 教育邑榛達成のため，一予算塩成や執行ボ計画的－・＿一的確にできています－ ＿43＿＿

出

納経

および執行 体 か ・

個 予算の編成や執行について共通理解が歯ちれ ‾適切に処理されていま 44

理 人 すか

6 校舎 個 教聴員がそれぞれ役割分担し．効果的に活用するとともに日常的に点 45

施

森岳

ヰ 検し．′適正な管理をしていますか ．

教材・教具 面 各教科の指導計画に基づいて，教材・教具を有効・適切に整備・管理 46 T

備 人 ・活用していますか



平成14年度　京都市立束養護学校　学校評価

平成14年10月1‾7日

京都市立東養護学校

1．目的

学校教育目標の達成状況を子ども達の実態の上に立って，学校総体・教職員一人ひとり

の段階で明らかにし，その結果を学校教育活動の充実・向上につなげていく。

【自己評価の目的】　　　　　　　　　　　　　　　　上

①学校目標を実現する上での課題を明確にし，本校教育の一層の充実を図る。

②自己評価をすることで教職員一人ひとりの目的意識とそれぞれが担う役割について

の責任感や学校運営の主体者であることの自覚を高■ある。

③個別の指導計画と学習指導の実践について自己点検することで，より充実したシステ

ムの構築を図る。

【外部評価の目的】　　　　　　　　　　　　　　　　…

（9　自己評価に客観性を持たせる。

②学校からの情報発信のあり方を見直し，学校の取鱒へ申開心を高める

（診個別の指導計画と学習指導等について保護者の意見を聞き，子どもが主体の教育の充

実を図る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　人■1

2．評価対象　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

0教育課程の編成とその実施状況

○家庭・地域や関係諸機関との連携　　　　　　　　　　ポ

○校務分掌や校内研修・研究

○予算編成や執行，施設・設備の管理

3．評価方法

○全教職員が評価用鰍こ記名式で記入して副教頭に提出。しし即事でに）

○評価結果の集計・分析。

○結果公表

○経営部会，運営委員会，分掌部会，各種委員会などが閑悸する部分を検討し，改善策な
どをまとめる。

○改善策などは運営委員会，職員会議で確認し，共通理解を図る。

－1－



摘
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闘
闘
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耶
離
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翫

4．評価の表記方法（4段階評価）

次の基準によってA～Dの4段階で評価する

A　できている

B　どちらかといえばできている

C　どちらかといえばできていない

D　できていない

5．学校評価実施計画

月
＿　改組内容

担当 外部への情報尭信

4 月 ‾東準信 ・学年だより等
家庭串間

■教育課程説明会

5 月 ．康遷信　 学年だより等

6 月 東通膚－．学年だより等 ・

∴休・8 参観
オー・アンスペース

7 月 学校評価 についての企画 ・検討 経営部会 一束通信■・学年だより等

ニー＿ケT ス会 ・

8 月 実施計画の立案 ・評価項目甲検討 経営部会

9 ‾月 経営部会で 自己評価の実施

実施計画案 ・評圃項 目についての検討 ．

盛唐部会 ‾学年だより等 ‾
学校祭運動の部休日掃催

1 0 月 学校評価に？レ＿さての校内研修会 革質要具套　 全教唾異＿＿・■二東廼環　 学年だより等

自己評価 の実施 全教職員

外部評価項目の検討 経営部会

1 1 月 自己評価の集計 ・分 析 － 経営部会 東通信　 学年だより等

・外部評価の実施 （保護者）

外部評価の集計 ・分析 経営部会

‾結果公表∴評価綾責 め共通唾解 鹿貞套蕗 ‾‾ 東通虐‾‾‾享年だより等1 2 月

中間のまとめ ケース会■■‘

1 月 評価項 目の見直 し 経草野会＿＿凄 営委異套 東通停　 学年だより等

改善策の検討 分掌部会　 各種委員会等

2 月 年度末反省 ・■改善策の検討 経営部会 ・運営委員会 束通信■学年だより等

全体 としてのまとめ 分掌部会　 各種委員会 サ ⊥ス会

3 月 来年度方針の確認 ・共通理解 全教職員 東通信　 学年だより等

京訪市立東亜護学校　学校評価

平成14年度　京都市立素養護学校　学校評価

実施日　14年　10月　　日　　氏名

次の基準によってA～Dの4段階で評価してください

A…できている　B…どちらかといえばで書ている　C…どちらかといえばできてない　D…できていない

＊　全体‥・学校・学部全体で　r、教職‥：準職員一入ひとりの段階で

ゴシック体数字は学部全体の視点密㌧

1．教育課程の編成と実施に関する自己評価

評価如象ノ 鱒　 点 視点 ‾（全体 として ・徴 鱒卓ニと＿して） 評価 番号

学
校
教
育
日
標
の
設
定
と
実
現

学鱒教育 目一標

全 子どもや家庭 ・地域社会の寒艶を把握 レ，子どものよさや
1

体 個性を生かす内容k なっモい奉す和■

‾‾　教 ‾イ伸び伸びJ，■r共和 J 聴 ：、く蜃 じ■く一」－1・・一生きぬくJ の争う
2一　概 の視点について内容か理廃車きてjいますか －1

教育目．標達姐

のための草本

方針．■

全－
体

教育目標の達成に向けて凍 串

，すか

や二・＝．

「・－でナ

すい内容になっていま
3

教

臓 ■－

基本方針の内容が理解密雲キ 二軍 l〔j
4

学校重点 目壊

全－

体

学校教育目標に即した内容；．分

ますか
ニ・p ■

J■丁■i

すい表現になってい
5

‾‾教

職‾

‾重点目標の設定理軋 ‾丙容に‾1　　　　　J打＝ 解できていますか
河 6

学務重点日凛

全 学校教育 目標の実現に向けた課題二をざ具体化したものにな
7

．体 っていますか■　　　　　　　 ■三．二＿・盲‥l

教 学部重点目標の設定理札 内容たて沌’1て理解できています
・8

、一職 ■ か

個
別

－一作成の意義－＿－ ・全
′座

個別の指導計画作成の意義が明　　　　　：－く■ノ　　　　　・■‾こ・雲仙二

＼1．

こ‡な；っていますか
9

教’
職

個別の指導計画作成の意琴につ■も
口

理解：していますか

ンヽり↓：
10

実態把握とア

セスメント

全
体

児童生徒の実簸把握と－アヤスメ

ていますか　　 1・し∴ガ・．j，＋十＋＋■・鶴J

トめ方法が明確に怒 っ
‖

教 実態把握とアセスメントの重要性■について理解 し，適切な 四
破 方法で進められていますがL■革j・へ；■　 ■■ご＝

三 者の額－い－－－－－－

一　全 本人の雇い・保革者の輝いを尊重 ・二Lj・子 どもが主体の教育 －13

の
指‾‾‾‾

体 を展開する意義が明掻になも郊い・革す＿か＿＿＿

，教 本人を中心に，■「今，どう・‾・した■いカ イ将来はどうありたい
14導

計
画
に＿
つ

■　職 か」を考えて，指導春の額いが出せていますか

腐りの聞き取

り■‾

全 保護者から具体的葦要撃語感も■iを聞き取るための方法が 田
体・ 明確になってい■ますか十・■㍉’■て∴護’二√

教 日頃から保護者との鱒係づく吏サに努め；具体的な願いを聞 田
い
て

・職 き取るようにしてい－ますか J ・

願 いの反映

全 個別の指導計画作成の過程．で 護者が参加し，本人及び親
■17

体 の願いが反映されるシ女テムがで草 ・りますか

教 ケース会等で聞き取づた本人の顧い 保護者の願いが値別 田
職 の持導計画に反映きれていますか ・

十分な説明と

同意 Ⅰ

・全 作成の過程で，目標や鱒導内容 ・方法等について，保護者
四

体 に十分な説明をしJ同意を得るシステムが作れていますか

教 個別の指導計画の実践について責任を持ってわかりやす
■　20臓 い説明をし，保護者甲同意を得ていますか

－3－



評価対象 観　 点 視点　 ‾（全体として ・教職員 として） 評価 番号

個
別

十分寧説明と

同意 Ⅱ

全 保護者に対 して∴指導の■経過を明らかにし，膚導結果につ
四

体 いて報告するシステムが作れていますか

教 指導結果について責任を持ってわか りやすい説明－をする
四

′職 と共に，以後の方針を喋っきり示せ七いますか

二目標疲定 ・トー

全 児童生徒の課題を4 つの生きる力毎に，4 つの嶺域で分析 四
体 する方法が明確になっていますか

教 児童生徒の課題を分析 し，長期的な視点を持った目標設定
24職 ができていますか

目標設定　 Ⅱ

全 一長期目標丁短期目尿 ・学期目標が評価可能な目標になって ‾
田

の
指
導
計
画

体 いますか

教
廠

子ども自身にもわかる行動目標が設定できていますか
田

目標設定　 Ⅲ

全 行動レベルで示される具体的目標と，そこに向かうための
27に

つ

体 プロセスが明確に．なっていますか （実行プログラム）

教 授業に落．とし込むための具体的な目標が設定できていま
田い

て
職 すか

指導計画の見

直 し

全 ′子どもの目標達成度に応じて指導計画の見直しができて
29体 いますか

教 子どもの学習の様子を記録 し，目標達成度に応 じて指導計 ．
30職 画に修正 ・変更を加えていますか

情報の共有

‾全 指導を担当しているグループ（学年 ・課題別等）の子どもの
田

体 ＿学習に関する痛報の共有ができていますか

教 学部及び学年，学習グループの子どもの学習に関する情報
田

職 を把握 していますか

教
科

指導計画■

全 児童生徒の実態に応じた学期 ・月 ・週 ・単元（題材）ごとの
ユ3体 指導計画になっていますか

教 指導の形態の特質を生かし，児童生徒の実態に応じて学 ＿34

職 ▲期 ・月 ・週 ・単元（題材）毎の指導計画を作成していますか

指導計画の修

正

全 学習展開に合わせて計画を優正し発展させるなど，柔軟で＿ 田
体 弾力的な計画が立てられていますか

教 児童生徒の目標の達成度に合わせて柔軟に学習計画を修
田

職 正しながら指導できていますか

基礎基本の内

容の徹底

全 一人ひとりの子どもに必要な基礎的基本的な内容の徹底
37体 が図られていますか

教 基礎的基本的な内容の定着が図れるように教材や活動内 田
領
域

職 容の精選を因っていますか

指導法の工夫　ロ
全 個々の児童生徒の生活に結びついた具体的な学習が展開

39
の
指

体 されていますか
教 具体的な活動を計画し，学習の成果が実際の生活に生かさ

40導
に
つ
い
て

職 れるよう配慮していますか

指導法の工夫　Ⅱ ■
全 子．どもの現時点でできていることに目を向け，できている

4 1体 こと，できていないことを明確にしていますか

教 見通し（指導仮説）をもって手だてを考え，できる状況作り 田
職 をして■いますか

指導法の工夫　Ⅲ
全 学習を続ける中でよりできるようになったことは，支援を

43体 少なくしていく方向で指導できていますか
教 現在の子どもの姿から，どうすれば支援を少なくできるか

44職 を常に考えて指導していますか

指導内容の選 全 個別の指導計画から出発 し，目標達成に適した学習内容
45

択 体 （題材）が準備できていますか
教 子どもの興味 ・関心を考慮 した学習内容を準備し，指導内

46職 容の個別化を因っていますか

■評価対率 観　 点 視点 （全体として ・黎腋員として） 評価 番号 ■

教
科

指導の形態

全 児童生徒の障害及び発達の状凄，＿特性等を十分にふまえ，＿ －47

体 教科 ・儀域を合わせた指導の充実が図れていますか

教 児童生徒の目標達成に相応t い指導の形旗を選択し，創意
48臓 工夫を生かした効果的な指導．をし七いますか

授業形態

全 ＿個別の指導計画から出発 し，∵目標達成に思した授業形態を －′i9

体 とっていますか （グル」プ丸 一学級別，個別など）

教 ‾′児童生徒の目標達成に相応しい授業形態を検討し，柔軟に
50城 ＿授業形愚を工夫－してい草すか

自立活動

全 自立碍動の目標や内容たつ．‾いて理解し，個々の児童生徒の
51体 実憩に応じて指導が進あらわ七し、ますか

教＿－‘個々の児童生徒の実態に応 じて自立活動の指導，または自
田

織 立活動の時間における由導を適切に行なっていますか

道徳の指導

全 学習指導要簡の趣旨を実現 しゝ・豊かな体験を通して道徳性 、
5ユ．‾体 を育成する指導計画になち青いますか

教 望ましい道徳牲を育て争冬めに創考工夫 した指導を行な
54　－

領
域
の ‾′
指

臓 っていますか

特別暗動

全 子どもが個性や可能性を発揮し，自主的 ・実践的な活動が‾
■　55体 できる指導計画になっ・そいますか ／

教 子どもが個性や可能性を発揮し」活動を適して自尊感情を
田

導
に

■＿聯 高められるよう支援でき七い壷すか

一総合的な学習

■の時間

全 学習指導要額の趣旨を．実現し，■生徒の興味 ・関心 ・願いを
5丁つ ．

い
て

体 生かした活動を行なう七いますか ＿‾

教 生徒の興味 ・関心 ・願いを生か－じ，，‘■生徒が自ち取 り組める
58職 課題解決的な学習になっ■須 ・．、ますか十‘

進路指導

（進路の学習）

全 児童生徒一人ひとりの現在及び将来にわたるより自立的
59体 な社会参加を目指した指導がセきて■む■痔 すか

教 進路指導の流れを葵通翠解し－，・・児童生徒の育ちに応じて，
60職 より自立的な社会参加を目指した埠轟かできていますか

人権 に関する 全 教育活動全体を通して人嘩尊華甲精神を培うよう，計画的
四

指導 体 に学習活動の機会を設けてレ濠 車か ギl－J

教 教札 他の領域との関連を図恥 ∴本格尊重の精神を培 う指
田

職 導をしていますか　　　　　　　 1－

学校行事 全 種類ごとに内容の重点化と他領域 との関連を図 り，児童生 田
体 徒の自主的 ・実践的な活動が東南きわ七いますか

教 教科 ・他の蘭域との関連を図・り：＝∴個々；：の児童生徒の活動の
64職 ねらいを明確にした指導をし士いよすか

評価対象 観　 点 視点 （全体として・教職皐キして．1T・：地車生徒の様子） 評価 番号

運
営

組
織

各種委員会

全
体

情報交換と課題検討の場として有効に機能していますか ．・65

教 委員会の目的性格を理解し∴相互の連絡．．．・調整が図れてい 田
職 ますか　　　　　　　　　　　 ．誉．・

学年・学級経

営

全 教育目標に基づき，子どもの実態にあった学年・学級経営 田
体 になっていますか
教 教員と子どもの関係仁子どもたち相互の関係を把虚し，随 田
職 時，見直しながら課題解決樗努め七いますか

一貫した教育

全
体

小・中・高一貫した教育活動が推進できていますか 田

教 小・中・高一貫した系硫的な指導形態，．指導内容について， 田
職 生活の広がりを考えた工夫をしていますか

学部間の連携

全 副教頭・学部長を中心とし，全校的な視野で学部間の連携 田
体 がとれていますか
教 子どもの育ちに合わせて一貫した教育が推進できるよう 田
職 連携をとっていますか



評価対象 観、点 視点 ＿（全体 として ・教職員 として ・児童生徒の藤子）、 評価 番号

運
営

組
織

環境づくり

一　全－－＝創造的な校内環境作 り－－を推進しi環境 を自らつ－く－り－あげて∴ 、セ′3‾‾‾－
体 いく威風が育 っていますか．

．教 環境経営部を中心 として，一校内環境作りの協力体制をとっ－
74

職 ていますか

校務分掌

全 教育課題の解決に向け分掌内容が明確化され，具体的な括 田
体 動になっていますか

教 ■各分掌の役割 を理解し，その遂行に向けて意欲的に取り組
・＿－76・職 んでいますか′

研
究

研
修

校内

全 ■研究・研修のね らいや方法を明確にして教職員が高まりあー
＋7†

体 うための活動ができていますか ‾

教 校内での研究授業やその指導案，研修を通して，指導内
－78　‾

臓 容・方法について研究し子どもの拇導に反映して－｝ますか

校サ

全
体

校外での研究‾・・研修を自校の研究l享反鱒させていますか
79

教 校外における研究会や研修会に積極的に参加 し，指導力と．＿
1 80職 実践力の向上ヒ努めていますか

開
か

家庭 ・地域

全 開かれた養護学校の推進に向けて，＿校内体制を撃え，■組織 ‥．彿‾－
体 的に取組を進めていますか
＿教 家庭 ・地域の連携 ・協力の意義を共通理解し，積極的に家′

こ∴■82■　て職 庭 ・地域にかかわっていますか

交流教育

全 児童生徒一人ひとりのニ」ズから出発した交流教育が推・ ．′■由一
体 進されていますか

教 交流教育の意義を理解し，学校間交流，居住地校交流，地 ・
84　′れ

た
養
護
学
校

つ

職 ‾域交流を計画的に進めていますか ．

特 別支援教育

センター

全 ‾地域における特別支援教育センターとしての機能の充実
、85′

、体 が図られ七いますか ，

全 特別支援教育センターの職員として，■養護育成教育に閲す 名6・
体 る専門性を高めるよう努めていますか

諸機関 との連

携

全 子どもの課題解決に向け，腐係諸機関との連携を図ってい
8＋7

く
り

体 ますか

教 積極的に隋係諸機関との連携を図り，指導の充実に向けて
′g8

■　職 活用していますか

評議員

全‾ 評議員の意見を共通理解し、，積極的に生かそうとしていま
89体 すか

教 評議員の意見を，積極的に自己の取組に生かそうとしてい 田
職 ますか

出
納 予算編成及び

全 ‾‾前年度の予算執行の評価が，今年度の執行計画の立案に生
田

体 かされていますか

全 教育目標達成のため，予算編成や執行が計画的・的確にで 、
■92 ．＿ 経 ＿＿＿＿＿

理

執行 体 きていますか
‾‾‾教‾‾‾‾‾‾予算の編成や執行について共通理解が図られ，適切に処理

、93職 できていますか

施
設

姦

傭

校舎

全 教育効果を高めるための視点から，子どもが活用しやすい
94体 ように配慮していますか

全

体

地域にも積極的に活用されるよう配摩 していますか 田

教 効呆的に活用 し，教職員が役割分担して日常的に点検 し，
田

職 適正な管理をしていますか

評碑番号＿＿＿＿ 意＿　見　＿及　 び ＿＿改∴善＿　策
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京都市立東泰葦学校　学校評価

4．学校評価票に関するアンケート

（1）評価項目の中で評価しにくい項目があれば，その番号を書いてください。

（2）評価項目の中で意味のわかりにくい項目があれば，その番号を書いてください。

（3）評価項目の中に追加すればいいと思われる項目があれば記入してください。

（4）学校評価に関しての意見・感想があれば記入してください。

－8－

保護者様

本校の取組に関するアンケート

平成14年11月25日

京都市立東養護学校

次の基準によってA～Dの4段階でお答えください（○でかこんでください）

A…はい　　B…どちらかと言えばはい　　C・‥どちらかと言えばいいえ　　D…いいえ

N O ア　 ン　 ケ　 ー　 ト　項　 目 お答え

u
教育方針を保護者に分かりやすく唇えていますか

A ・B ・C ■・D

田 家庭訪問やケース会などで，保護者の願いを十分に聞
A ・B ・・C ・Dき取っていますか

田 個別の指導計画に保護者の願いや子どもの願いが反映
．A ・B ・C ・Dされていますか

4
個別の指導計画の実践 （目標や学習内容）についてわ

・A ・B ・C ・Dかりやすく説明し，保護者の同意を得ていますか

田 指導の経過や結果について分かりやすく説明し，以後－
A ・B ・C ・Dの指導方針をはっきり示せていますか

田 通知票払 子どもの学習状況や達成度がわかりやず三く
榊岬・】A ・・・・・・・B ・C ・D記述されていますか

7
子どもに合った，わかりやすい，工夫した授業が行わ

A ・B ・C ・Dれていますか

8
教職員は，＿子どもの活動や様子に合わせて適切な支援

A ・B ・C ・Dをしていますか

9
教職員間の連携がよく取れていますか

A ・B ・C ・D

10 ．
イ素養護通信」・「ひかりのもり」・「きゅうしょくだより」・「学

A ・B ・C ・D年だより」等で学校全体の取組がよくわかりますか

円 学校には，困っていることなど，どんなことでも気軽
A ・B ・C ・Dに相談できますか

四 学校は子どもの安全についてよく把握し，事晩防止に
A ・B ・C ・D配慮できていますか

四 施設 ・設備は，よく整理 ・整頓し，子ども連が使いや
A ・B ・C ・Dすいようになっていますか

ご協力ありがとうございました　　　　11月29日までに担任までご提出ください

＊本校の取組に関してご意見がございましたら裏面にご記入ください

－9－
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京都市立東養護学校　毒
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平成14年度
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第　5　号

平成14年12月10日（火）

朝夕の冷え込みも増し，閑束地方では初雪が降りました。今年も残すところあと20日ほ
どになりました。子どもたちは，今学期も毎日の学習やさまざまな行事の中で目標に向かっ
て力いっぱい努力する姿をたくさん見せていました。もうすぐ冬休みに入ります。2学期の
学習のまとめを十分に行い，新しい年につなげていきたいと思います。
児童生徒の活題
〔小学部】
☆11月30日（金）に，山科支部駅伝交歓会が疎水公園で行われました。6年生3名が参
加しました。体調にもかかわり，出場は1名となりましたが．応援も含めて他校の児童との
交流を深めました。
（中学部〕
☆11月10日（日）に，京都北文化会館大ホ「ルでミュージカルグループが中学校総合
文化祭演劇部門の発表会に参加しました。賛助出演した1・2年生の生徒を含め10名が広
いステージの上で楽しくのびのびとした演技を繰り広げました。
【高等部）
☆11月23日（土）勤労感謝の日に，山科中央公園で「ふれあい●－やましな”2002

区民まつりjが開催されました。高等部の和太鼓グループが出演し，大勢の参加者の前で演
秦を披露しました。
☆12月1日（日）にハートビアで行われた京都市福祉
研修大会で，水泳の全国大会に出場し銀メダルを獲得し
た－2年生の田村君が，貴重な体験をもとに発表しました。

また．同じ日に高野のスポーツセンターで行われた「ふ
れあい卓球バレー大会Jには高等部から3チーム出場し，
1年生チームが3位に入りました。
山科支竜鰐P T A＝コーラス交響欠台
11月2日（土）に東部文化会館で，支部14校．（小

学校13，束養護学校）が集い，PTAコーラス交歓会が行われました∴本校PTÅ「ひか
りの＿森コーラス」は，「上を向やて歩こう＿」と「千と千尋の神隠し」の2曲を披露し，力溢
れる素晴らしいステージとなりました。「心あたたまる活動」を今後も続けて寮ただきたい
と患います。
京都市P T A＝7エステーrノくル
12月14日（土）に国立京都国際会館で京敵市PTAフェスティバルが阻催されます。

高等部の生徒も作業学習製品の販売で参加します。保護者の皆様のたくさんのご参加とご協
力をよろしくお願いいたします。

．．w＿．．＿．．＿．．＿．．＿．－．．．．‖．．＿．．一・・－・・－・・－・・一・・一・・－・・…・－・・一・・一・＊　＊　＊　　・・一・・一…一・・－・・－・・一・・一・・一－－・川・■岬－・岬……一●●－一一一一■■一■●■●■‾一－

lこ向lプ■た改伸＝Ⅰ＝：■■lこ‘＝⊃しヽて

…東芸豊嘉品等芸悪習笠票望謂票，3葦要語去芸芸㌫雪忘芸芸笠諾芸雷雲望遠諾芸蔓
lました。呉竹養護学校の工事はほぼ終了し，体育館とプールの間にあったバス寧鱒を改修し！
lて多目的作業学習棟が建設され，トイレや更衣室も新設されました。西春護学校の工事のヲ引
ヽ

i成は来年初めの予定です。束養護学校について軋平成15年度にエ事が宿われる予定ですi

亘が，現在この内容について鮒が行われています。…月ば人朗附す　ミ
←▲－′J－′▲－′J－′一′■－′一－′・－′一－′■■－′■－′■■－′」－′一－′一－′■－′」－′一－′一－′■－′■■－′一－′一－′■－′一－′一－′■－′一－′一′一－′一－′■■－′一ト

′■一－－－－●一●●一●●－－■一●一一●●－●川●●－●●－■●一…－・－－－＝・●－－■－■●－●●－●●一●■－…一●●－■●一■●●一……－●●一■●－■●一…－●●－●●－■●－●●－●●－－●－●一一－●●一●●－●●－●－‥－●●－●●－●●一●■一＝一■●－●lい■■＝■一●■一l

室　学校讐平価lこ‘つしヽて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
至11月にとらせていただいた，本校の破り組みに関するアンケートの集計ができましたの至

；で裏面にお知らせします。ご協力ありがとうございました。保護者の皆様からいただいたご；

煙屋ゑ隻史．kヱ．．A．聖．主上ラ旦隆ま5．且重点塵」乙三悪主立乞ヱ“．…．．叫－．．＿．．＿＿＿．．＿．．＿．．＿．…．．…．．…．…．．＿l
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学校の取組に関するアンケート調査結果
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A…rはいj B・・・どちらかと言えばrはい」　C…どちらかと言えぽrいいえJ D…rいいえ」

－アンケート項目－
3
2
1
0
9
0
0
7
6
5
4
3
2
1

指導の経過令結束についてわかりやすく説明し，以後の指導方針を

施設・設備ほiよく整理・整頓し，子ども達が使いやすいようになっていますか
学校は予どもの安全についてよく把握し，事故防止に配慮できていますか
学校には困っていることなど，どんなことでも気軽に相談できますか
r東養護遺構JrひかりのもりJ「きゆうしょくだよりJ「学年度りj等で学校全体の取組がよくわかりますか
教職長閑の連携がよくとれていますか
教職鼻は子どもの活動や様子に合わせて適切な支援ができていますか
子ど彰に含量恵㍍わかりやすい，工夫した授業が行われていますか
通知票は子ども¢学習状況や達成度がわかりやすく記述されていますか

っきり表せていますか
についてわかりやすく説明し， 保護者の同意を得ていますか個別中指導計画あ実践（目標や学習内容）

個別の指導計画に保護者の覇いや子ども申薪いが反映されていますか
家庭訪問や弊ズ会等でr「保護者の願いを十分に聞き取っていますか
教育方針を保護者にわかりやすく伝えていますか

先日のアンケート調査では，お忙しい中，79家庭からご回答いただき，あわせて下記の通り貴重な
ご意見を聞かせていただきました。ありがとうございました。

・学習では本人に合うようにわかりやすく配慮してもらっている。
・担任が代わっても指導内容を継続し，発展的に取組を進めてほしい。
・子どもの安全には十分配慮してほしい。

そう打ぞれの子どもに適した指導内容 しい。

r個別の指導計画Jの目標をさらに長期的な観点から説明してほしい。
・トイレをもっと使いやすいようにしてほしい。

・乗り降りしやすいスクールバスにしてほしい。

・子どもの気持ちをしっかりつかみ，子ども達が▲●明日も行きたいなあ”と思えるように活動を
工夫してほしい。

・日常的に体を動かす活動を増やし丈夫な体づくりをしてほしい

・アンケート調査はいいことだが，提出の仕方を工夫してほしい。
・教員を増やしてはしい。

・学部間の教員の連携を図ってはしい。　　　など

今回のアンケート調査の結果を今後の学校運営に生かし，施設・設備面の改善，子ども達の事故防
止，学部間の連携，指導内容の充兎指導内容や結果等についてのわかりやすい説明，等々について
検討し，より充実した教育活動を展開するよう努めていきたいと存じます。

－12－




